
(57)【要約】

【課題】マルチ－ドメインＶＡモードで側面視認性とサ

ブ画素の光透過率とをいずれも向上できる液晶パネルと

その駆動方法とを提供する。

【解決手段】本発明による液晶パネルでは、各サブ画素

が上下に分割され、面積の異なる第１階調領域と第２階

調領域とに分割されている。各階調領域の両辺は水平方

向に対して対称に折れ曲がっている。第１階調領域と第

２階調領域とは水平方向と上下方向とのそれぞれで交互

に配列され、特に各階調領域の折れ曲がり部分の頂点が

水平方向に配列されている。それにより、上下方向に並

ぶ階調領域の境界線がジグザグ模様を成す。そのように

上下方向から斜めに傾いた階調領域の境界線により、サ

ブ画素間に生じる側面電界の方向が各サブ画素のドメイ

ン内のフリンジ電界の方向に揃う。複数のゲートライン

の一つが駆動されるときに第１階調領域が駆動され、ゲ

ートラインの別の一つが駆動されるときに第２階調領域

が駆動される。

【選択図】図９

JP 2007-86791 A 2007.4.5



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 そ れ ぞ れ が 面 積 の 異 な る 第 １ 階 調 領 域 と 第 ２ 階 調 領 域 と に 分 割 さ れ た 複 数 の サ ブ 画 素 で
あ り 、 水 平 方 向 で 隣 接 し た 二 つ の サ ブ 画 素 間 で は 第 １ 階 調 領 域 と 第 ２ 階 調 領 域 と が 上 下 方
向 で 反 対 に 配 列 さ れ た 複 数 の サ ブ 画 素 、
　 サ ブ 画 素 の 第 １ 階 調 領 域 と 第 ２ 階 調 領 域 と を 独 立 に 駆 動 す る 複 数 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 、
　 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ に 接 続 さ れ 、 サ ブ 画 素 の 第 １ 階 調 領 域 に は 第 １ デ ー タ 信 号 を 供 給
し 、 第 ２ 階 調 領 域 に は 第 ２ デ ー タ 信 号 を 供 給 す る 複 数 の デ ー タ ラ イ ン 、 及 び 、
　 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 水 平 同 期 期 間 単 位 で 駆 動 す る ゲ ー ト ラ イ ン 、
　 を 具 備 す る 液 晶 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ２ 】
　 サ ブ 画 素 の 第 １ 階 調 領 域 と 第 ２ 階 調 領 域 と が Ｖ 字 形 で あ り 、 各 Ｖ 字 形 の 頂 点 が 水 平 方 向
に 配 列 さ れ 、 前 記 第 １ 階 調 領 域 と 前 記 第 ２ 階 調 領 域 と の そ れ ぞ れ の 両 辺 が 水 平 方 向 に 対 し
て 対 称 に 折 れ 曲 が っ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 複 数 の ゲ ー ト ラ イ ン の 一 つ が 前 記 第 １ 階 調 領 域 と 前 記 第 ２ 階 調 領 域 と の 各 Ｖ 字 形 の
頂 点 に 重 な り 、 前 記 複 数 の ゲ ー ト ラ イ ン の 別 の 一 つ が 、 上 下 方 向 で 隣 接 す る 二 つ の サ ブ 画
素 間 の 境 界 部 と 重 な っ て い る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 液 晶 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 液 晶 パ ネ ル が 、 前 記 境 界 部 と 重 な っ て い る ス ト レ ー ジ ラ イ ン 、 を 更 に 具 備 し 、
　 前 記 ス ト レ ー ジ ラ イ ン に 近 接 し 、 又 は 重 な っ て い る 接 続 部 に よ っ て 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス
タ が サ ブ 画 素 の 第 １ 階 調 領 域 と 第 ２ 階 調 領 域 と の そ れ ぞ れ の 画 素 電 極 に 接 続 さ れ た 、
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 液 晶 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ５ 】
　 同 じ サ ブ 画 素 に 含 ま れ る 第 １ 階 調 領 域 と 第 ２ 階 調 領 域 と の 間 の 面 積 比 率 が (1.5～ 3)： 1
で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ６ 】
　 そ れ ぞ れ が 面 積 の 異 な る 第 １ 階 調 領 域 と 第 ２ 階 調 領 域 と に 分 割 さ れ た 複 数 の サ ブ 画 素 で
あ り 、 水 平 方 向 で 隣 接 す る 二 つ の サ ブ 画 素 間 で は 第 １ 階 調 領 域 と 第 ２ 階 調 領 域 と が 上 下 方
向 で 反 対 に 配 列 さ れ た 複 数 の サ ブ 画 素 、
　 サ ブ 画 素 の 第 １ 階 調 領 域 と 第 ２ 階 調 領 域 と を 独 立 に 駆 動 す る 複 数 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 、
　 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ に 接 続 さ れ 、 サ ブ 画 素 の 第 １ 階 調 領 域 に は 第 １ デ ー タ 信 号 を 供 給
し 、 第 ２ 階 調 領 域 に は 第 ２ デ ー タ 信 号 を 供 給 す る 複 数 の デ ー タ ラ イ ン 、 及 び 、
　 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 水 平 同 期 期 間 単 位 で 駆 動 す る ゲ ー ト ラ イ ン 、
　 を 具 備 す る 液 晶 パ ネ ル 、 を 駆 動 す る 方 法 で あ り 、
　 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル を 用 い て 入 力 デ ー タ 信 号 を 前 記 第 １ デ ー タ 信 号 と 前 記 第 ２ デ ー タ
信 号 と に 変 調 す る 段 階 、
　 前 記 第 １ デ ー タ 信 号 と 前 記 第 ２ デ ー タ 信 号 と を 交 互 に 出 力 す る 段 階 、
　 ガ ン マ 電 圧 を 用 い て 前 記 第 １ デ ー タ 信 号 と 前 記 第 ２ デ ー タ 信 号 と を 交 互 に ア ナ ロ グ 信 号
に 変 換 す る 段 階 、 及 び 、
　 ア ナ ロ グ 信 号 に 変 換 さ れ た 前 記 第 １ デ ー タ 信 号 と 前 記 第 ２ デ ー タ 信 号 と を 水 平 同 期 期 間
ご と に 交 互 に 前 記 複 数 の デ ー タ ラ イ ン の そ れ ぞ れ に 同 期 し て 供 給 す る 段 階 、
　 を 含 む 、 液 晶 パ ネ ル の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 サ ブ 画 素 の 第 １ 階 調 領 域 と 第 ２ 階 調 領 域 と が Ｖ 字 形 で あ り 、 各 Ｖ 字 形 の 頂 点 が 水 平 方 向
に 配 列 さ れ 、 前 記 第 １ 階 調 領 域 と 前 記 第 ２ 階 調 領 域 と の そ れ ぞ れ の 両 辺 が 水 平 方 向 に 対 し
て 対 称 に 折 れ 曲 が っ て い る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 液 晶 パ ネ ル の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 同 じ サ ブ 画 素 に 含 ま れ る 第 １ 階 調 領 域 と 第 ２ 階 調 領 域 と の 間 の 面 積 比 率 が (1.5～ 3)： 1
で あ る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 液 晶 パ ネ ル の 駆 動 方 法 。
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【 請 求 項 ９ 】
　 そ れ ぞ れ が 面 積 の 異 な る 第 １ 階 調 領 域 と 第 ２ 階 調 領 域 と に 分 割 さ れ た 複 数 の サ ブ 画 素 で
あ り 、 水 平 方 向 で 隣 接 す る 二 つ の サ ブ 画 素 間 で は 第 １ 階 調 領 域 と 第 ２ 階 調 領 域 と が 上 下 方
向 で 反 対 に 配 列 さ れ た 複 数 の サ ブ 画 素 、
　 サ ブ 画 素 の 第 １ 階 調 領 域 と 第 ２ 階 調 領 域 と を 独 立 に 駆 動 す る 複 数 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 、
　 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ に 接 続 さ れ 、 サ ブ 画 素 の 第 １ 階 調 領 域 に は 第 １ デ ー タ 信 号 を 供 給
し 、 第 ２ 階 調 領 域 に は 第 ２ デ ー タ 信 号 を 供 給 す る 複 数 の デ ー タ ラ イ ン 、 及 び 、
　 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 水 平 同 期 期 間 単 位 で 駆 動 す る ゲ ー ト ラ イ ン 、
　 を 有 す る 液 晶 パ ネ ル ；
　 前 記 複 数 の ゲ ー ト ラ イ ン を 駆 動 す る ゲ ー ト ド ラ イ バ ；
　 前 記 複 数 の デ ー タ ラ イ ン を 駆 動 す る デ ー タ ド ラ イ バ ； 並 び に 、
　 前 記 ゲ ー ト ド ラ イ バ と 前 記 デ ー タ ド ラ イ バ と を 制 御 し 、 外 部 か ら 入 力 さ れ た デ ー タ 信 号
を 前 記 第 １ デ ー タ 信 号 と 前 記 第 ２ デ ー タ 信 号 と に 変 調 し て 前 記 デ ー タ ド ラ イ バ に 供 給 す る
タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ ；
　 を 具 備 す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 サ ブ 画 素 の 第 １ 階 調 領 域 と 第 ２ 階 調 領 域 と が Ｖ 字 形 で あ り 、 各 Ｖ 字 形 の 頂 点 が 水 平 方 向
に 配 列 さ れ 、 前 記 第 １ 階 調 領 域 と 前 記 第 ２ 階 調 領 域 と の そ れ ぞ れ の 両 辺 が 水 平 方 向 に 対 し
て 対 称 に 折 れ 曲 が っ て い る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 外 部 か ら 入 力 さ れ る デ ー タ 信 号 を 第 １ デ ー タ 信 号 と 第 ２ デ ー タ 信 号 と の 対 に 予 め 対 応 さ
せ た ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル 、 を 用 い て 前 記 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ が 前 記 デ ー タ 信 号 を 前
記 第 １ デ ー タ 信 号 と 前 記 第 ２ デ ー タ 信 号 と の 対 に 変 調 し 、 水 平 同 期 期 間 ご と に 前 記 第 １ デ
ー タ 信 号 と 前 記 第 ２ デ ー タ 信 号 と を 交 互 に 出 力 す る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。 　
【 請 求 項 １ ２ 】
　 同 じ サ ブ 画 素 に 含 ま れ る 第 １ 階 調 領 域 と 第 ２ 階 調 領 域 と の 間 の 面 積 比 率 が (1.5～ 3)： 1
で あ る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 複 数 の ゲ ー ト ラ イ ン の 一 つ が 駆 動 さ れ る と き 、 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が サ ブ 画 素 の
第 １ 階 調 領 域 を 駆 動 し 、 前 記 複 数 の ゲ ー ト ラ イ ン の 別 の 一 つ が 駆 動 さ れ る と き 、 前 記 薄 膜
ト ラ ン ジ ス タ が 前 記 サ ブ 画 素 の 第 ２ 階 調 領 域 を 駆 動 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 パ ネ ル 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 同 じ サ ブ 画 素 に 含 ま れ る 第 １ 階 調 領 域 と 第 ２ 階 調 領 域 と が Ｖ 字 形 で あ り 、 各 Ｖ 字 形 の 頂
点 が 水 平 方 向 に 配 列 さ れ 、 前 記 第 １ 階 調 領 域 と 前 記 第 ２ 階 調 領 域 と の 両 辺 が 水 平 方 向 に 対
し て 対 称 に 折 れ 曲 が っ て い る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 液 晶 パ ネ ル 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 上 下 方 向 に 隣 接 し た 第 １ 階 調 領 域 と 第 ２ 階 調 領 域 と の 間 の 境 界 部 に 重 な っ て い る ス ト レ
ー ジ ラ イ ン 、 を 前 記 液 晶 パ ネ ル が 更 に 具 備 し 、
　 前 記 複 数 の ゲ ー ト ラ イ ン の 一 つ （ 以 下 、 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン と い う ） は 前 記 第 １ 階 調 領 域
と 前 記 第 ２ 階 調 領 域 と の そ れ ぞ れ の Ｖ 字 形 の 頂 点 に 重 な り 、 前 記 複 数 の ゲ ー ト ラ イ ン の 別
の 一 つ （ 以 下 、 第 ２ ゲ ー ト ラ イ ン と い う ） は 前 記 境 界 部 に 重 な っ て い る 、
　 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 液 晶 パ ネ ル 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン に 接 続 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ は 、 前 記 ス ト レ ー ジ ラ イ ン の 上 下
に 位 置 す る 第 １ 階 調 領 域 の そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ 、
　 前 記 第 ２ ゲ ー ト ラ イ ン に 接 続 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ は 、 前 記 ス ト レ ー ジ ラ イ ン の 上 下
に 位 置 す る 第 ２ 階 調 領 域 の そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ て い る 、
　 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 液 晶 パ ネ ル 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の ド レ イ ン 電 極 が 前 記 ス ト レ ー ジ ラ イ ン に 向 か っ て 延 び 、 そ の ス
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ト レ ー ジ ラ イ ン と 近 接 し 、 又 は 重 な っ て い る コ ン タ ク ト 部 を 介 し て 第 １ 階 調 領 域 又 は 第 ２
階 調 領 域 に 接 続 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 液 晶 パ ネ ル 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン に 接 続 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 前 記 第 １ 階 調 領 域 と の 間 の コ ン
タ ク ト 部 は 前 記 ス ト レ ー ジ ラ イ ン に 沿 っ て そ の ス ト レ ー ジ ラ イ ン の 上 下 に 交 互 に 位 置 し 、
　 前 記 第 ２ ゲ ー ト ラ イ ン に 接 続 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 前 記 第 ２ 階 調 領 域 と の 間 の コ ン
タ ク ト 部 は 前 記 ス ト レ ー ジ ラ イ ン に 沿 っ て そ の ス ト レ ー ジ ラ イ ン の 上 下 に 交 互 に 位 置 す る
、
　 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 液 晶 パ ネ ル 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 一 つ の サ ブ 画 素 に 含 ま れ た 第 １ 階 調 領 域 と 第 ２ 階 調 領 域 と の そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ た 二 つ
の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が 、 互 い に 隣 接 し た 二 つ の デ ー タ ラ イ ン の そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ て い る
、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 液 晶 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン に 接 続 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ は 前 記 二 つ の デ ー タ ラ イ ン の 一 方
に 接 続 さ れ 、 前 記 第 ２ ゲ ー ト ラ イ ン に 接 続 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ は 前 記 二 つ の デ ー タ ラ
イ ン の 他 方 に 接 続 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 液 晶 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 複 数 の ゲ ー ト ラ イ ン の そ れ ぞ れ が 、 上 下 方 向 で 隣 接 し た 第 １ 階 調 領 域 と 第 ２ 階 調 領
域 と の 間 の 境 界 部 に 重 な り 、
　 第 １ 階 調 領 域 と 第 ２ 階 調 領 域 と の そ れ ぞ れ の Ｖ 字 形 の 頂 点 に 重 な っ て い る ス ト レ ー ジ ラ
イ ン 、 を 前 記 液 晶 パ ネ ル が 更 に 具 備 す る 、
　 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 液 晶 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 複 数 の ゲ ー ト ラ イ ン の 一 つ （ 以 下 、 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン と い う ） に 接 続 さ れ た 薄 膜 ト
ラ ン ジ ス タ は そ の 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン の 上 下 に 位 置 す る 第 １ 階 調 領 域 の そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ
、
　 前 記 複 数 の ゲ ー ト ラ イ ン の 別 の 一 つ （ 以 下 、 第 ２ ゲ ー ト ラ イ ン と い う ） に 接 続 さ れ た 薄
膜 ト ラ ン ジ ス タ は そ の 第 ２ ゲ ー ト ラ イ ン の 上 下 に 位 置 す る 第 ２ 階 調 領 域 の そ れ ぞ れ に 接 続
さ れ て い る 、
　 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 液 晶 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 第 １ 階 調 領 域 は 前 記 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン に 沿 っ て 前 記 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン の 上 下 に 交 互
に 配 列 さ れ 、 前 記 第 ２ 階 調 領 域 は 前 記 第 ２ ゲ ー ト ラ イ ン に 沿 っ て 前 記 第 ２ ゲ ー ト ラ イ ン の
上 下 に 交 互 に 配 列 さ れ て い る 、 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 液 晶 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 水 平 方 向 で 隣 接 し た 第 １ 階 調 領 域 と 第 ２ 階 調 領 域 と で は 、 前 記 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン と 前 記
第 ２ ゲ ー ト ラ イ ン と の そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が 上 下 方 向 で 反 対 に 位 置 す
る 、 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 液 晶 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン に 接 続 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 前 記 第 １ 階 調 領 域 と の 間 の コ ン
タ ク ト 部 が そ の 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン に 沿 っ て そ の 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン の 上 下 に 交 互 に 位 置 し 、
　 前 記 第 ２ ゲ ー ト ラ イ ン に 接 続 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 前 記 第 ２ 階 調 領 域 と の 間 の コ ン
タ ク ト 部 が そ の 第 ２ ゲ ー ト ラ イ ン に 沿 っ て そ の 第 ２ ゲ ー ト ラ イ ン の 上 下 に 交 互 に 位 置 す る
、
　 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 液 晶 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 第 １ 階 調 領 域 又 は 第 ２ 階 調 領 域 と の 間 の コ ン タ ク ト 部 は 、 前 記 ス ト
レ ー ジ ラ イ ン に 重 な っ て い る 、 請 求 項 ２ ５ に 記 載 の 液 晶 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
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　 一 つ の サ ブ 画 素 に 含 ま れ た 第 １ 階 調 領 域 と 第 ２ 階 調 領 域 と の そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ た 二 つ
の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が 、 互 い に 隣 接 し た 二 つ の デ ー タ ラ イ ン の そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ て い る
、 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 液 晶 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 同 じ サ ブ 画 素 に 含 ま れ る 第 １ 階 調 領 域 と 第 ２ 階 調 領 域 と の 間 の 面 積 比 率 が (1.5～ 3)： 1
で あ る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 液 晶 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 第 １ ガ ン マ 曲 線 に 基 づ く 第 １ デ ー タ 信 号 が 供 給 さ れ る 第 １ 階 調 領 域 と 、 第 ２ ガ ン マ 曲 線
に 基 づ く 第 ２ デ ー タ 信 号 が 供 給 さ れ る 第 ２ 階 調 領 域 と 、 前 記 第 ２ 階 調 領 域 に 接 続 さ れ た 第
３ 階 調 領 域 と 、 を 有 す る サ ブ 画 素 、
　 前 記 第 １ 階 調 領 域 を 駆 動 す る 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 、
　 前 記 第 ２ 階 調 領 域 と 前 記 第 ３ 階 調 領 域 と を 駆 動 す る 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 、
　 前 記 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 前 記 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と に 接 続 さ れ 、 そ れ ぞ れ に 前 記
第 １ デ ー タ 信 号 と 前 記 第 ２ デ ー タ 信 号 と を 供 給 す る デ ー タ ラ イ ン 、
　 前 記 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 駆 動 す る 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン 、 及 び 、
　 前 記 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 駆 動 す る 第 ２ ゲ ー ト ラ イ ン 、
　 を 具 備 す る 液 晶 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 サ ブ 画 素 の そ れ ぞ れ で は 、 第 １ 階 調 領 域 が 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン の 上 に 位 置 し 、 第 ２ 階 調 領
域 と 第 ３ 階 調 領 域 と の い ず れ か 一 つ 又 は 両 方 が 同 じ 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン の 下 に 位 置 す る 、 請
求 項 ２ ９ に 記 載 の 液 晶 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 水 平 方 向 で 隣 接 し た 二 つ の サ ブ 画 素 の 一 方 で は 第 ２ 階 調 領 域 と 第 ３ 階 調 領 域 と が 第 １ ゲ
ー ト ラ イ ン の 下 に 位 置 し 、 前 記 二 つ の サ ブ 画 素 の 他 方 で は 第 ２ 階 調 領 域 と 第 ３ 階 調 領 域 と
が 同 じ 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン の 上 下 に 分 か れ て 位 置 し て い る 、 請 求 項 ３ ０ 記 載 の 液 晶 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 同 じ サ ブ 画 素 に 含 ま れ る 第 １ 階 調 領 域 と 第 ２ 階 調 領 域 と の 間 の 面 積 比 率 が (1.5～ 3)： 1
で あ る 、 請 求 項 ３ １ に 記 載 の 液 晶 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 第 １ 乃 至 第 ３ 階 調 領 域 の そ れ ぞ れ の 両 辺 が 水 平 方 向 に 対 し て 対 称 に 折 れ 曲 が っ て い る 、
請 求 項 ３ ０ に 記 載 の 液 晶 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 上 下 方 向 で 隣 接 し た 二 つ の サ ブ 画 素 間 の 境 界 部 に 重 な っ て い る ス ト レ ー ジ ラ イ ン 、 を 前
記 液 晶 パ ネ ル が 更 に 具 備 し 、
　 前 記 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 前 記 第 １ 階 調 領 域 と の 間 の コ ン タ ク ト 部 、 及 び 、 前 記 第 ２
薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 前 記 第 ２ 階 調 領 域 又 は 前 記 第 ３ 階 調 領 域 と の 間 の コ ン タ ク ト 部 、 が 前
記 ス ト レ ー ジ ラ イ ン に 重 な っ て い る 、
　 請 求 項 ３ ３ に 記 載 の 液 晶 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 第 １ ガ ン マ 曲 線 に 基 づ い て 第 １ ガ ン マ 電 圧 セ ッ ト を 生 成 す る 段 階 、
　 第 ２ ガ ン マ 曲 線 に 基 づ い て 第 ２ ガ ン マ 電 圧 セ ッ ト を 生 成 す る 段 階 、
　 水 平 同 期 期 間 ご と に 、 第 １ ガ ン マ 電 圧 セ ッ ト と 第 ２ ガ ン マ 電 圧 セ ッ ト と の い ず れ か 一 つ
を 選 択 す る 段 階 、 及 び 、
　 選 択 さ れ た ガ ン マ 電 圧 セ ッ ト を 用 い 、 外 部 か ら 入 力 さ れ た デ ー タ 信 号 を 水 平 同 期 期 間 ご
と に 、 サ ブ 画 素 の 第 １ 階 調 領 域 に 供 給 さ れ る べ き 第 １ デ ー タ 信 号 、 ま た は 、 同 じ サ ブ 画 素
の 第 ２ 階 調 領 域 に 供 給 さ れ る べ き 第 ２ デ ー タ に 変 換 し て デ ー タ ラ イ ン に 供 給 す る 段 階 、
　 を 含 む 、 液 晶 パ ネ ル の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 そ れ ぞ れ が 面 積 の 異 な る 第 １ 階 調 領 域 と 第 ２ 階 調 領 域 と に 分 割 さ れ た 複 数 の サ ブ 画 素 で
あ り 、 水 平 方 向 で 隣 接 し た 二 つ の サ ブ 画 素 間 で は 第 １ 階 調 領 域 と 第 ２ 階 調 領 域 と が 上 下 方
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向 で 反 対 に 配 列 さ れ た 複 数 の サ ブ 画 素 、
　 サ ブ 画 素 の 第 １ 階 調 領 域 と 第 ２ 階 調 領 域 と を 独 立 に 駆 動 す る 複 数 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 、
　 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ に 接 続 さ れ 、 サ ブ 画 素 の 第 １ 階 調 領 域 に は 第 １ デ ー タ 信 号 を 供 給
し 、 第 ２ 階 調 領 域 に は 第 ２ デ ー タ 信 号 を 供 給 す る 複 数 の デ ー タ ラ イ ン 、 及 び 、
　 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 水 平 同 期 期 間 単 位 で 駆 動 す る 複 数 の ゲ ー ト ラ イ ン 、
　 を 液 晶 パ ネ ル が 具 備 し ；
　 前 記 複 数 の ゲ ー ト ラ イ ン の 一 つ が 駆 動 さ れ る と き 、 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が サ ブ 画 素 の
第 １ 階 調 領 域 を 駆 動 し 、 前 記 複 数 の ゲ ー ト ラ イ ン の 別 の 一 つ が 駆 動 さ れ る と き 、 前 記 薄 膜
ト ラ ン ジ ス タ が 前 記 サ ブ 画 素 の 第 ２ 階 調 領 域 を 駆 動 す る ；
　 請 求 項 ３ ５ に 記 載 の 液 晶 パ ネ ル の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 第 １ 階 調 領 域 と 第 ２ 階 調 領 域 と が Ｖ 字 形 で あ り 、 各 Ｖ 字 形 の 頂 点 が 水 平 方 向 に 配 列 さ れ
、 第 １ 階 調 領 域 と 第 ２ 階 調 領 域 と の そ れ ぞ れ の 両 辺 が 水 平 方 向 に 対 し て 対 称 に 折 れ 曲 が っ
て い る 、 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の 液 晶 パ ネ ル の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
　 前 記 複 数 の ゲ ー ト ラ イ ン の 一 つ に 接 続 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が 一 つ の ス ト レ ー ジ ラ イ
ン の 上 下 に 位 置 し た 第 １ 階 調 領 域 の そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ 、
　 前 記 複 数 の ゲ ー ト ラ イ ン の 別 の 一 つ に 接 続 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が 前 記 ス ト レ ー ジ ラ
イ ン の 上 下 に 位 置 し た 第 ２ 階 調 領 域 の そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ て い る 、
　 請 求 項 ３ ７ に 記 載 の 液 晶 パ ネ ル の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
　 一 つ の サ ブ 画 素 に 含 ま れ た 第 １ 階 調 領 域 と 第 ２ 階 調 領 域 と の そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ た 薄 膜
ト ラ ン ジ ス タ が 、 互 い に 隣 接 し た 二 つ の デ ー タ ラ イ ン の そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ て い る 、 請 求
項 ３ ７ に 記 載 の 液 晶 パ ネ ル の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
　 同 じ サ ブ 画 素 に 含 ま れ る 第 １ 階 調 領 域 と 第 ２ 階 調 領 域 と の 間 の 面 積 比 率 が (1.5～ 3)： 1
で あ る 、 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の 液 晶 パ ネ ル の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ４ １ 】
　 液 晶 パ ネ ル が 、
　 第 １ ガ ン マ 曲 線 に 基 づ く 第 １ デ ー タ 信 号 が 供 給 さ れ る 第 １ 階 調 領 域 と 、 第 ２ ガ ン マ 曲 線
に 基 づ く 第 ２ デ ー タ 信 号 が 供 給 さ れ る 第 ２ 階 調 領 域 と 、 前 記 第 ２ 階 調 領 域 に 接 続 さ れ た 第
３ 階 調 領 域 と を 具 備 す る サ ブ 画 素 、
　 前 記 第 １ 階 調 領 域 を 駆 動 す る 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 、
　 前 記 第 ２ 階 調 領 域 と 前 記 第 ３ 階 調 領 域 と を 駆 動 す る 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 、
　 前 記 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 前 記 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と に 接 続 さ れ 、 そ れ ぞ れ に 前 記
第 １ デ ー タ 信 号 と 前 記 第 ２ デ ー タ 信 号 と を 供 給 す る デ ー タ ラ イ ン 、
　 前 記 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 駆 動 す る 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン 、 及 び 、
　 前 記 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 駆 動 す る 第 ２ ゲ ー ト ラ イ ン 、
　 を 具 備 す る 、 請 求 項 ３ ５ に 記 載 の 液 晶 パ ネ ル の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
　 サ ブ 画 素 の そ れ ぞ れ で は 、 前 記 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ に 接 続 さ れ た 第 １ 階 調 領 域 が 第 １
ゲ ー ト ラ イ ン の 上 に 位 置 し 、 前 記 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ に 接 続 さ れ た 第 ２ 階 調 領 域 と 第 ３
階 調 領 域 と の い ず れ か 一 つ 又 は 両 方 が 同 じ 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン の 下 に 位 置 し 、
　 水 平 方 向 で 隣 接 す る 二 つ の サ ブ 画 素 の 一 方 で は 、 第 ２ 階 調 領 域 と 第 ３ 階 調 領 域 と が 第 １
ゲ ー ト ラ イ ン の 下 に 位 置 し 、 前 記 二 つ の サ ブ 画 素 の 他 方 で は 、 第 ２ 階 調 領 域 と 第 ３ 階 調 領
域 と が 前 記 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン の 上 下 に 分 か れ て 位 置 し て い る 、
　 請 求 項 ４ １ に 記 載 の 液 晶 パ ネ ル の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
　 同 じ サ ブ 画 素 に 含 ま れ る 第 ２ 階 調 領 域 と 第 ３ 階 調 領 域 と の 間 の 面 積 比 率 が (1.5～ 3)： 1
で あ る 、 請 求 項 ４ ２ に 記 載 の 液 晶 パ ネ ル の 駆 動 方 法 。
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【 請 求 項 ４ ４ 】
　 第 １ 乃 至 第 ３ 階 調 領 域 の そ れ ぞ れ が Ｖ 字 形 で あ り 、 各 Ｖ 字 形 の 頂 点 が 水 平 方 向 に 配 列 さ
れ 、 第 １ 乃 至 第 ３ 階 調 領 域 の そ れ ぞ れ の 両 辺 が 水 平 方 向 に 対 し て 対 称 に 折 れ 曲 が っ て い る
、 請 求 項 ４ １ に 記 載 の 液 晶 パ ネ ル の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
　 液 晶 パ ネ ル 、
　 前 記 液 晶 パ ネ ル の ゲ ー ト ラ イ ン を 駆 動 す る ゲ ー ト ド ラ イ バ 、
　 第 １ ガ ン マ 曲 線 に 基 づ い て 第 １ ガ ン マ 電 圧 セ ッ ト を 生 成 す る 第 １ ガ ン マ 電 圧 生 成 部 、
　 第 ２ ガ ン マ 曲 線 に 基 づ い て 第 ２ ガ ン マ 電 圧 セ ッ ト を 生 成 す る 第 ２ ガ ン マ 電 圧 生 成 部 、
　 水 平 同 期 期 間 ご と に 前 記 第 １ ガ ン マ 電 圧 セ ッ ト と 前 記 第 ２ ガ ン マ 電 圧 セ ッ ト と の い ず れ
か 一 つ を 選 択 し て 出 力 す る ス イ ッ チ 、
　 前 記 ス イ ッ チ を 介 し て 供 給 さ れ た ガ ン マ 電 圧 セ ッ ト を 用 い 、 外 部 か ら 入 力 さ れ た デ ー タ
信 号 を 水 平 同 期 期 間 ご と に 、 前 記 液 晶 パ ネ ル の サ ブ 画 素 の 第 １ 階 調 領 域 に 供 給 さ れ る べ き
第 １ デ ー タ 信 号 、 ま た は 前 記 サ ブ 画 素 の 第 ２ 階 調 領 域 に 供 給 さ れ る べ き 第 ２ デ ー タ 信 号 に
変 換 し て 前 記 液 晶 パ ネ ル の デ ー タ ラ イ ン に 供 給 す る デ ー タ ド ラ イ バ 、 及 び 、
　 前 記 ゲ ー ト ド ラ イ バ と 前 記 デ ー タ ド ラ イ バ と を 制 御 す る タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ 、
　 を 具 備 す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
　 前 記 液 晶 パ ネ ル が 、
　 そ れ ぞ れ が 面 積 の 異 な る 第 １ 階 調 領 域 と 第 ２ 階 調 領 域 と に 分 割 さ れ た 複 数 の サ ブ 画 素 で
あ り 、 水 平 方 向 で 隣 接 し た 二 つ の サ ブ 画 素 間 で は 第 １ 階 調 領 域 と 第 ２ 階 調 領 域 と が 上 下 方
向 で 反 対 に 配 列 さ れ た 複 数 の サ ブ 画 素 、
　 サ ブ 画 素 の 第 １ 階 調 領 域 と 第 ２ 階 調 領 域 と を 独 立 に 駆 動 す る 複 数 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 、
　 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ に 接 続 さ れ 、 サ ブ 画 素 の 第 １ 階 調 領 域 に は 前 記 第 １ デ ー タ 信 号 を
供 給 し 、 サ ブ 画 素 の 第 ２ 階 調 領 域 に は 前 記 第 ２ デ ー タ 信 号 を 供 給 す る 複 数 の デ ー タ ラ イ ン
、 及 び 、
　 前 記 複 数 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 水 平 同 期 期 間 単 位 で 駆 動 す る 複 数 の ゲ ー ト ラ イ ン 、
　 を 具 備 し ；
　 前 記 複 数 の ゲ ー ト ラ イ ン の 一 つ が 駆 動 さ れ る と き 、 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が サ ブ 画 素 の
第 １ 階 調 領 域 を 駆 動 し 、 前 記 複 数 の ゲ ー ト ラ イ ン の 別 の 一 つ が 駆 動 さ れ る と き 、 前 記 薄 膜
ト ラ ン ジ ス タ が 前 記 サ ブ 画 素 の 第 ２ 階 調 領 域 を 駆 動 す る ；
　 請 求 項 ４ ５ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
　 サ ブ 画 素 の 第 １ 階 調 領 域 と 第 ２ 階 調 領 域 と が Ｖ 字 形 で あ り 、 各 Ｖ 字 形 の 頂 点 が 水 平 方 向
に 配 列 さ れ 、 第 １ 階 調 領 域 と 第 ２ 階 調 領 域 と の そ れ ぞ れ の 両 辺 が 水 平 方 向 に 対 し て 対 称 に
折 れ 曲 が っ て い る 、 請 求 項 ４ ６ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ ８ 】
　 前 記 複 数 の ゲ ー ト ラ イ ン の 一 つ に 接 続 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が ス ト レ ー ジ ラ イ ン の 上
下 に 位 置 し た 第 １ 階 調 領 域 の そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ 、
　 前 記 複 数 の ゲ ー ト ラ イ ン の 別 の 一 つ に 接 続 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が 同 じ ス ト レ ー ジ ラ
イ ン の 上 下 に 位 置 し た 第 ２ 階 調 領 域 の そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ て い る 、
　 請 求 項 ４ ７ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ ９ 】
　 一 つ の サ ブ 画 素 に 含 ま れ た 第 １ 階 調 領 域 と 第 ２ 階 調 領 域 と の そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ た 薄 膜
ト ラ ン ジ ス タ が 、 隣 接 し た 二 つ の デ ー タ ラ イ ン の そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ て い る 、 請 求 項 ４ ７
に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ ０ 】
　 同 じ サ ブ 画 素 に 含 ま れ る 第 １ 階 調 領 域 と 第 ２ 階 調 領 域 と の 間 の 面 積 比 率 が (1.5～ 3)： 1
で あ る 、 請 求 項 ４ ６ に 記 載 の 液 晶 パ ネ ル の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ５ １ 】
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　 前 記 液 晶 パ ネ ル が 、
　 第 １ ガ ン マ 曲 線 に 基 づ く 第 １ デ ー タ 信 号 が 供 給 さ れ る 第 １ 階 調 領 域 と 、 第 ２ ガ ン マ 曲 線
に 基 づ く 第 ２ デ ー タ 信 号 が 供 給 さ れ る 第 ２ 階 調 領 域 と 、 前 記 第 ２ 階 調 領 域 に 接 続 さ れ た 第
３ 階 調 領 域 と を 具 備 す る サ ブ 画 素 、
　 前 記 第 １ 階 調 領 域 を 駆 動 す る 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 、
　 前 記 第 ２ 階 調 領 域 と 前 記 第 ３ 階 調 領 域 と を 駆 動 す る 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 、
　 前 記 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 前 記 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と に 接 続 さ れ 、 そ れ ぞ れ に 前 記
第 １ デ ー タ 信 号 と 前 記 第 ２ デ ー タ 信 号 と を 供 給 す る デ ー タ ラ イ ン 、
　 前 記 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 駆 動 す る 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン 、 及 び 、
　 前 記 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 駆 動 す る 第 ２ ゲ ー ト ラ イ ン 、
　 を 具 備 す る 、 請 求 項 ４ ５ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ ２ 】
　 サ ブ 画 素 の そ れ ぞ れ で は 、 第 １ 階 調 領 域 が 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン の 上 に 位 置 し 、 第 ２ 階 調 領
域 と 第 ３ 階 調 領 域 と の い ず れ か 一 つ 又 は 両 方 が 同 じ 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン の 下 に 位 置 し 、
　 水 平 方 向 で 隣 接 す る 二 つ の サ ブ 画 素 の 一 方 で は 第 ２ 階 調 領 域 と 第 ３ 階 調 領 域 と が 第 １ ゲ
ー ト ラ イ ン の 下 に 位 置 し 、 前 記 二 つ の サ ブ 画 素 の 他 方 で は 第 ２ 階 調 領 域 と 第 ３ 階 調 領 域 と
が 同 じ 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン の 上 下 に 分 か れ て 位 置 し て い る 、
　 請 求 項 ５ １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ ３ 】
　 同 じ サ ブ 画 素 に 含 ま れ る 第 ２ 階 調 領 域 と 第 ３ 階 調 領 域 と の 間 の 面 積 比 率 が (1.5～ 3)： 1
で あ る 、 請 求 項 ５ ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ ４ 】
　 第 １ 乃 至 第 ３ 階 調 領 域 が Ｖ 字 形 で あ り 、 各 Ｖ 字 形 の 頂 点 が 水 平 方 向 に 配 列 さ れ 、 第 １ 乃
至 第 ３ 階 調 領 域 の そ れ ぞ れ の 両 辺 が 水 平 方 向 に 対 し て 対 称 に 折 れ 曲 が っ て い る 、 請 求 項 ５
１ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 液 晶 表 示 装 置 に 関 し 、 特 に 、 そ れ に 搭 載 さ れ た 液 晶 パ ネ ル と そ の 駆 動 方 法 と に
関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 液 晶 表 示 装 置 は 、 液 晶 セ ル の マ ト リ ッ ク ス に よ り 画 像 を 表 示 す る 液 晶 パ ネ ル と 、 そ の 液
晶 パ ネ ル を 駆 動 す る 駆 動 回 路 と を 具 備 す る 。 液 晶 表 示 装 置 は 、 駆 動 回 路 に よ り 各 液 晶 セ ル
内 に 電 界 を 生 成 し 、 そ の 電 界 に よ り 液 晶 分 子 の 配 向 方 向 を 制 御 し て 各 液 晶 セ ル の 光 透 過 率
を 調 節 す る 。 そ れ に よ り 、 液 晶 パ ネ ル に は 画 像 が 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 液 晶 表 示 装 置 で は 一 般 に 、 画 面 を 斜 め に 見 る ほ ど 画 像 が 歪 曲 し て 見 え る 。 画 像 の 歪 曲 が
小 さ い 範 囲 （ 視 野 角 ） を 拡 げ る た め の 代 表 的 な 技 術 と し て は 、 マ ル チ － ド メ イ ン Ｖ Ａ （ Mu
lti－ domain　 Vertical　 Alignment） が 知 ら れ て い る 。 Ｖ Ａ を 用 い た 液 晶 表 示 装 置 （ 以 下
、 Ｖ Ａ モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 と い う ） で は 一 般 に 、 液 晶 セ ル に 対 し て 電 界 が 印 加 さ れ て い
な い と き 、 負 の 誘 電 率 異 方 性 を 示 す 液 晶 分 子 の 配 向 方 向 が 液 晶 パ ネ ル の 表 面 に 対 し て ほ ぼ
垂 直 に 設 定 さ れ て い る 。 そ の と き 、 液 晶 パ ネ ル に 設 置 さ れ た 偏 光 子 に よ り そ の 液 晶 セ ル を
透 過 し た 光 が 遮 断 さ れ る （ ノ ー マ リ ブ ラ ッ ク ） 。 液 晶 セ ル に 対 し て 電 界 が 印 加 さ れ て い る
と き 、 液 晶 分 子 が そ の 電 界 の 方 向 に 対 し て 斜 め に 傾 く 。 そ の と き 、 上 記 の 偏 光 子 に よ り 、
液 晶 分 子 の 傾 斜 角 に 応 じ て 液 晶 セ ル の 光 透 過 率 が 上 昇 す る 。 更 に 、 マ ル チ － ド メ イ ン Ｖ Ａ
モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 で は 、 各 液 晶 セ ル （ す な わ ち 、 サ ブ 画 素 ） に 含 ま れ る 液 晶 層 が 複 数
の ド メ イ ン に 分 割 さ れ 、 ド メ イ ン ご と に 液 晶 分 子 の 傾 斜 方 向 が 異 な る 。 特 に 、 液 晶 分 子 の
傾 斜 方 向 を 対 称 的 に 変 化 さ せ る こ と に よ り 、 視 角 に 応 じ た 各 サ ブ 画 素 の 光 透 過 率 の 変 化 が
抑 え ら れ る の で 、 広 い 視 野 角 が 得 ら れ る 。 こ こ で 、 複 数 の ド メ イ ン の 形 成 に は 、 各 サ ブ 画
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素 の 液 晶 層 を 挟 む 基 板 の 表 面 に 形 成 さ れ た 突 起 、 ま た は 各 サ ブ 画 素 に 含 ま れ る 電 極 に 形 成
さ れ た ス リ ッ ト が 用 い ら れ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 複 数 の ド メ イ ン が 基 板 表 面 の 突 起 を 用 い て 形 成 さ れ て い る 液 晶 表 示 装 置 で は 、 各 サ ブ 画
素 に 対 し て 電 界 が ま だ 印 加 さ れ て い な い と き に 液 晶 分 子 が 既 に 小 さ く 傾 斜 し て い る （ プ リ
チ ル ト 状 態 ） 。 プ リ チ ル ト の 方 向 は ド メ イ ン ご と に 異 な り 、 特 に 上 記 の 突 起 に 対 し て 対 称
に 分 布 し て い る 。 プ リ チ ル ト 状 態 に あ る 液 晶 分 子 に 対 し て 電 界 が 印 加 さ れ る と 、 液 晶 分 子
が プ リ チ ル ト の 方 向 に 更 に 大 き く 傾 く 。 そ の 結 果 、 液 晶 分 子 の 傾 斜 方 向 が ド メ イ ン ご と に
変 化 す る 。 し か し 、 特 に 突 起 の 近 傍 で は 液 晶 分 子 の 受 け る 拘 束 力 が 弱 い の で 液 晶 分 子 の 配
向 に 乱 れ が 生 じ や す く 、 そ の 乱 れ に 起 因 す る 光 漏 れ が 発 生 し や す い 。 そ れ 故 、 側 面 視 認 性
を 更 に 向 上 さ せ る こ と が 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 複 数 の ド メ イ ン が 共 通 電 極 と 画 素 電 極 と の 各 ス リ ッ ト パ タ ー ン を 用 い て 形 成 さ れ て い る
液 晶 表 示 装 置 （ す な わ ち 、 Ｐ Ｖ Ａ モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 ） で は 、 各 電 極 に 対 し て 電 圧 が 印
加 さ れ る と き 、 サ ブ 画 素 の 液 晶 層 に は そ の ス リ ッ ト に よ っ て 基 板 表 面 に 平 行 な 電 界 （ フ リ
ン ジ 電 界 ） が 発 生 す る 。 そ の フ リ ン ジ 電 界 に よ り 液 晶 分 子 の 傾 斜 方 向 が ド メ イ ン ご と に 変
化 し 、 特 に ス リ ッ ト に 対 し て 対 称 的 に 分 布 す る 。 し か し 、 従 来 の Ｐ Ｖ Ａ モ ー ド の 液 晶 表 示
装 置 で は サ ブ 画 素 が 矩 形 状 で あ る の で 、 サ ブ 画 素 の 端 部 で 発 生 す る 側 面 電 界 に よ り 液 晶 分
子 の 配 向 が 乱 れ や す く 、 エ ッ ジ テ ク ス チ ャ の よ う な 画 像 の 欠 陥 が 発 生 し や す い 。 そ れ 故 、
液 晶 パ ネ ル の 側 面 視 認 性 を 更 に 向 上 さ せ る こ と 、 及 び サ ブ 画 素 の 光 透 過 率 を 更 に 向 上 さ せ
る こ と が い ず れ も 困 難 で あ る
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 マ ル チ － ド メ イ ン Ｖ Ａ モ ー ド で 側 面 視 認 性 と サ ブ 画 素 の 光 透 過 率 と を
い ず れ も 更 に 向 上 で き る 液 晶 パ ネ ル と そ の 駆 動 方 法 、 及 び そ れ を 用 い た 液 晶 表 示 装 置 、 を
提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 一 つ の 観 点 に よ る 液 晶 パ ネ ル は 、
　 そ れ ぞ れ が 面 積 の 異 な る 第 １ 階 調 領 域 と 第 ２ 階 調 領 域 と に 分 割 さ れ た 複 数 の サ ブ 画 素 で
あ り 、 水 平 方 向 で 隣 接 し た 二 つ の サ ブ 画 素 間 で は 第 １ 階 調 領 域 と 第 ２ 階 調 領 域 と が 上 下 方
向 で 反 対 に 配 列 さ れ た 複 数 の サ ブ 画 素 、
　 サ ブ 画 素 の 第 １ 階 調 領 域 と 第 ２ 階 調 領 域 と を 独 立 に 駆 動 す る 複 数 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 、
　 そ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ に 接 続 さ れ 、 サ ブ 画 素 の 第 １ 階 調 領 域 に は 第 １ デ ー タ 信 号 を 供 給
し 、 第 ２ 階 調 領 域 に は 第 ２ デ ー タ 信 号 を 供 給 す る 複 数 の デ ー タ ラ イ ン 、 及 び 、
　 上 記 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 水 平 同 期 期 間 単 位 で 駆 動 す る 複 数 の ゲ ー ト ラ イ ン 、 を 具 備 す
る 。 好 ま し く は 、 第 １ 階 調 領 域 と 第 ２ 階 調 領 域 と が 水 平 方 向 と 上 下 方 向 と の 両 方 で 交 互 に
配 列 さ れ て い る 。 更 に 好 ま し く は 、 第 １ 階 調 領 域 と 第 ２ 階 調 領 域 と の そ れ ぞ れ の 両 辺 が 水
平 方 向 に 対 し て 対 称 に 折 れ 曲 が っ て い る 。 そ れ に よ り 、 上 下 方 向 に 並 ぶ 階 調 領 域 の 境 界 線
が ジ グ ザ グ 模 様 を 成 す 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 好 ま し く は 、 複 数 の ゲ ー ト ラ イ ン の 一 つ （ 以 下 、 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン と い う ） が 第 １ 階 調
領 域 と 第 ２ 階 調 領 域 と の そ れ ぞ れ の 折 れ 曲 が っ た 部 分 の 頂 点 に 重 な り 、 複 数 の ゲ ー ト ラ イ
ン の 別 の 一 つ （ 以 下 、 第 ２ ゲ ー ト ラ イ ン と い う ） が 、 上 下 方 向 で 隣 接 し た 二 つ の サ ブ 画 素
間 の 境 界 部 に 重 な っ て い る 。 好 ま し く は 、 ス ト レ ー ジ ラ イ ン が 、 上 下 方 向 で 隣 接 し た 第 １
階 調 領 域 と 第 ２ 階 調 領 域 と の 間 の 境 界 部 に 重 な っ て い る 。 上 記 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ は 、 ス
ト レ ー ジ ラ イ ン に 近 接 し 、 又 は 重 な っ て い る 接 続 部 に よ っ て 第 １ 階 調 領 域 と 第 ２ 階 調 領 域
と の そ れ ぞ れ の 画 素 電 極 に 接 続 さ れ て い る 。 好 ま し く は 、 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン に 接 続 さ れ た
薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が 一 つ の ス ト レ ー ジ ラ イ ン の 上 下 に 位 置 し た 第 １ 階 調 領 域 の そ れ ぞ れ に
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接 続 さ れ 、 第 ２ ゲ ー ト ラ イ ン に 接 続 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が 同 じ ス ト レ ー ジ ラ イ ン の 上
下 に 位 置 し た 第 ２ 階 調 領 域 の そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ の 他 に 、 複 数 の ゲ ー ト ラ イ ン の そ れ ぞ れ が 、 上 下 方 向 に 隣 接 し た 第 １ 階 調 領 域 と 第 ２
階 調 領 域 と の 間 の 境 界 部 に 重 な り 、 ス ト レ ー ジ ラ イ ン が 、 第 １ 階 調 領 域 と 第 ２ 階 調 領 域 と
の そ れ ぞ れ の 折 れ 曲 が っ た 部 分 の 頂 点 に 重 な っ て い て も 良 い 。 そ の 場 合 、 好 ま し く は 、 複
数 の ゲ ー ト ラ イ ン の 一 つ に 接 続 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が そ の ゲ ー ト ラ イ ン の 上 下 に 位 置
し た 第 １ 階 調 領 域 の そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ 、 複 数 の ゲ ー ト ラ イ ン の 別 の 一 つ に 接 続 さ れ た 薄
膜 ト ラ ン ジ ス タ が そ の ゲ ー ト ラ イ ン の 上 下 に 位 置 し た 第 ２ 階 調 領 域 の そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ る 上 記 の 液 晶 パ ネ ル で は 好 ま し く は 、 複 数 の ゲ ー ト ラ イ ン の 一 つ が 駆 動 さ れ
る と き 、 上 記 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が サ ブ 画 素 の 第 １ 階 調 領 域 を 駆 動 し 、 複 数 の ゲ ー ト ラ イ
ン の 別 の 一 つ が 駆 動 さ れ る と き 、 上 記 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が 同 じ サ ブ 画 素 の 第 ２ 階 調 領 域
を 駆 動 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 別 の 観 点 に よ る 液 晶 パ ネ ル は 、
　 第 １ ガ ン マ 曲 線 に 基 づ く 第 １ デ ー タ 信 号 が 供 給 さ れ る 第 １ 階 調 領 域 と 、 第 ２ ガ ン マ 曲 線
に 基 づ く 第 ２ デ ー タ 信 号 が 供 給 さ れ る 第 ２ 階 調 領 域 と 、 第 ２ 階 調 領 域 に 接 続 さ れ た 第 ３ 階
調 領 域 と 、 を 有 す る サ ブ 画 素 、
　 第 １ 階 調 領 域 を 駆 動 す る 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 、
　 第 ２ 階 調 領 域 と 第 ３ 階 調 領 域 と を 駆 動 す る 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 、
　 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と に 接 続 さ れ 、 そ れ ぞ れ に 第 １ デ ー タ 信
号 と 第 ２ デ ー タ 信 号 と を 供 給 す る デ ー タ ラ イ ン 、
　 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 駆 動 す る 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン 、 及 び 、
　 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 駆 動 す る 第 ２ ゲ ー ト ラ イ ン 、 を 具 備 す る 。 好 ま し く は 、 サ ブ 画
素 の そ れ ぞ れ で は 、 第 １ 階 調 領 域 が 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン の 上 に 位 置 し 、 第 ２ 階 調 領 域 と 第 ３
階 調 領 域 と の い ず れ か 一 つ 又 は 両 方 が 同 じ 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン の 下 に 位 置 す る 。 更 に 好 ま し
く は 、 水 平 方 向 で 隣 接 す る 二 つ の サ ブ 画 素 の 一 方 で は 第 ２ 階 調 領 域 と 第 ３ 階 調 領 域 と が 第
１ ゲ ー ト ラ イ ン の 下 に 位 置 し 、 他 方 で は 第 ２ 階 調 領 域 と 第 ３ 階 調 領 域 と が 同 じ 第 １ ゲ ー ト
ラ イ ン の 上 下 に 分 か れ て 位 置 す る 。 好 ま し く は 、 第 １ 乃 至 第 ３ 階 調 領 域 の そ れ ぞ れ の 両 辺
が 水 平 方 向 に 対 し て 対 称 に 折 れ 曲 が っ て い る 。 そ れ に よ り 、 上 下 方 向 に 並 ぶ 階 調 領 域 の 境
界 線 が ジ グ ザ グ 模 様 を 成 す 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 一 つ の 観 点 に よ る 液 晶 パ ネ ル の 駆 動 方 法 は 、
　 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル を 用 い て 入 力 デ ー タ 信 号 を 第 １ デ ー タ 信 号 と 第 ２ デ ー タ 信 号 と に
変 調 す る 段 階 、
　 第 １ デ ー タ 信 号 と 第 ２ デ ー タ 信 号 と を 交 互 に 出 力 す る 段 階 、
　 ガ ン マ 電 圧 を 用 い て 第 １ デ ー タ 信 号 と 第 ２ デ ー タ 信 号 と を 交 互 に ア ナ ロ グ 信 号 に 変 換 す
る 段 階 、 及 び 、
　 ア ナ ロ グ 信 号 に 変 換 さ れ た 第 １ デ ー タ 信 号 と 第 ２ デ ー タ 信 号 と を 水 平 同 期 期 間 ご と に 交
互 に 複 数 の デ ー タ ラ イ ン の そ れ ぞ れ に 同 期 し て 供 給 す る 段 階 、 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 別 の 観 点 に よ る 液 晶 パ ネ ル の 駆 動 方 法 は 、
　 第 １ ガ ン マ 曲 線 に 基 づ い て 第 １ ガ ン マ 電 圧 セ ッ ト を 生 成 す る 段 階 、
　 第 ２ ガ ン マ 曲 線 に 基 づ い て 第 ２ ガ ン マ 電 圧 セ ッ ト を 生 成 す る 段 階 、
　 水 平 同 期 期 間 ご と に 第 １ ガ ン マ 電 圧 セ ッ ト と 第 ２ ガ ン マ 電 圧 セ ッ ト と の い ず れ か 一 つ を
選 択 す る 段 階 、 及 び 、
　 選 択 さ れ た ガ ン マ 電 圧 セ ッ ト を 用 い 、 外 部 か ら 入 力 さ れ た デ ー タ 信 号 を 水 平 同 期 期 間 ご
と に 、 サ ブ 画 素 の 第 １ 階 調 領 域 に 供 給 さ れ る べ き 第 １ デ ー タ 信 号 、 ま た は 、 同 じ サ ブ 画 素
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の 第 ２ 階 調 領 域 に 供 給 さ れ る べ き 第 ２ デ ー タ 信 号 に 変 換 し て デ ー タ ラ イ ン に 供 給 す る 段 階
、 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 一 つ の 観 点 に よ る 液 晶 表 示 装 置 は 、 本 発 明 の 一 つ の 観 点 に よ る 上 記 の 液 晶 パ ネ
ル の 他 に 、
　 液 晶 パ ネ ル の ゲ ー ト ラ イ ン を 駆 動 す る ゲ ー ト ド ラ イ バ 、
　 液 晶 パ ネ ル の デ ー タ ラ イ ン を 駆 動 す る デ ー タ ド ラ イ バ 、 及 び 、
　 ゲ ー ト ド ラ イ バ と デ ー タ ド ラ イ バ と を 制 御 し 、 外 部 か ら 入 力 さ れ た デ ー タ 信 号 を 第 １ デ
ー タ 信 号 と 第 ２ デ ー タ 信 号 と に 変 調 し て デ ー タ ド ラ イ バ に 供 給 す る タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー
ラ 、 を 具 備 す る 。 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ は 好 ま し く は 、 外 部 か ら 入 力 さ れ る デ ー タ 信 号
を 第 １ デ ー タ 信 号 と 第 ２ デ ー タ 信 号 と の 対 に 予 め 対 応 さ せ た ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル 、 を 用
い 、 外 部 か ら 入 力 さ れ た デ ー タ 信 号 を 第 １ デ ー タ 信 号 と 第 ２ デ ー タ 信 号 と の 対 に 変 調 し 、
水 平 同 期 期 間 ご と に 第 １ デ ー タ 信 号 と 第 ２ デ ー タ 信 号 と を 交 互 に 出 力 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 別 の 観 点 に よ る 液 晶 表 示 装 置 は 、 本 発 明 の 別 の 観 点 に よ る 上 記 の 液 晶 パ ネ ル の
他 に 、
　 液 晶 パ ネ ル の ゲ ー ト ラ イ ン を 駆 動 す る ゲ ー ト ド ラ イ バ 、
　 第 １ ガ ン マ 曲 線 に 基 づ い て 第 １ ガ ン マ 電 圧 セ ッ ト を 生 成 す る 第 １ ガ ン マ 電 圧 生 成 部 、
　 第 ２ ガ ン マ 曲 線 に 基 づ い て 第 ２ ガ ン マ 電 圧 セ ッ ト を 生 成 す る 第 ２ ガ ン マ 電 圧 生 成 部 、
　 水 平 同 期 期 間 ご と に 第 １ ガ ン マ 電 圧 セ ッ ト と 第 ２ ガ ン マ 電 圧 セ ッ ト と の い ず れ か 一 つ を
選 択 し て 出 力 す る ス イ ッ チ 、
　 そ の ス イ ッ チ を 通 じ て 供 給 さ れ た ガ ン マ 電 圧 セ ッ ト を 用 い 、 外 部 か ら 入 力 さ れ た デ ー タ
信 号 を 水 平 同 期 期 間 ご と に 、 液 晶 パ ネ ル の サ ブ 画 素 の 第 １ 階 調 領 域 に 供 給 さ れ る べ き 第 １
デ ー タ 信 号 、 ま た は 、 同 じ サ ブ 画 素 の 第 ２ 階 調 領 域 に 供 給 さ れ る べ き 第 ２ デ ー タ 信 号 に 変
換 し て 液 晶 パ ネ ル の デ ー タ ラ イ ン に 供 給 す る デ ー タ ド ラ イ バ 、 及 び 、
　 ゲ ー ト ド ラ イ バ と デ ー タ ド ラ イ バ と を 制 御 す る タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ 、 を 具 備 す る 。
好 ま し く は 、 上 記 の ス イ ッ チ は デ ー タ ド ラ イ バ に 内 蔵 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に よ る 液 晶 パ ネ ル で は 上 記 の 通 り 、 各 サ ブ 画 素 が 面 積 の 異 な る 第 １ 階 調 領 域 と 第
２ 階 調 領 域 と に 分 割 さ れ て い る 。 各 階 調 領 域 で は 特 に 、 両 辺 が 水 平 方 向 に 対 し て 対 称 に 折
れ 曲 が っ て い る 。 第 １ 階 調 領 域 と 第 ２ 階 調 領 域 と は 水 平 方 向 と 上 下 方 向 と の そ れ ぞ れ で 交
互 に 配 列 さ れ 、 特 に 各 階 調 領 域 の 折 れ 曲 が り 部 分 の 頂 点 が 水 平 方 向 に 配 列 さ れ て い る 。 そ
れ に よ り 、 上 下 方 向 に 並 ぶ 階 調 領 域 の 境 界 線 が ジ グ ザ グ 模 様 を 成 す 。 そ の よ う に 、 階 調 領
域 の 境 界 線 を 上 下 方 向 に 対 し て 斜 め に 傾 か せ る こ と に よ り 、 サ ブ 画 素 間 に 生 じ る 側 面 電 界
の 方 向 を 各 サ ブ 画 素 の ド メ イ ン 内 の フ リ ン ジ 電 界 の 方 向 に 揃 え る こ と が で き る 。 従 っ て 、
従 来 の 液 晶 パ ネ ル と は 異 な り 、 液 晶 分 子 の 受 け る 拘 束 力 が 強 い の で 、 液 晶 分 子 の 配 向 が 乱
れ に く い 。 そ の 結 果 、 サ ブ 画 素 の 光 透 過 率 及 び コ ン ト ラ ス ト 比 が 向 上 す る の で 、 液 晶 パ ネ
ル の 視 野 角 が 拡 大 さ れ る と 共 に 、 側 面 視 認 性 が 向 上 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 例 を 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 １ は 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に よ る Ｖ Ａ モ ー ド 液 晶 パ ネ ル の 一 つ の 画 素 の 構 造 を 示 し た 平
面 図 で あ り 、 図 ２ は 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 に よ る Ｖ Ａ モ ー ド 液 晶 パ ネ ル の 一 つ の 画 素 の 構 造
を 示 し た 平 面 図 で あ る 。 図 １ 及 び 図 ２ に 示 さ れ た 液 晶 パ ネ ル の 各 画 素 は ジ グ ザ グ 構 造 の Ｒ
、 Ｇ 、 Ｂ サ ブ 画 素 を 具 備 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ サ ブ 画 素 の そ れ ぞ れ は 側 面 視 認 性 の 向 上 の た め に 、 互 い に 異 な る ガ ン マ 曲 線
に よ り 駆 動 さ れ る 高 階 調 領 域 VHと 低 階 調 領 域 VLと に 分 割 さ れ て い る 。 高 階 調 領 域 VHと 低 階
調 領 域 VLと は 、 異 な る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFTに よ っ て 独 立 に 駆 動 さ れ る 。 各 サ ブ 画 素 の 高
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階 調 領 域 VHと 低 階 調 領 域 VLと は 好 ま し く は (1.5～ 3)： 1の 面 積 比 率 （ 更 に 好 ま し く は 1： 2
の 面 積 比 率 ） で 分 割 さ れ て い る 。 各 サ ブ 画 素 で は 高 階 調 領 域 VHと 低 階 調 領 域 VLと が 上 下 に
配 置 さ れ 、 水 平 方 向 に 隣 接 し た 二 つ の サ ブ 画 素 間 で は 高 階 調 領 域 VHと 低 階 調 領 域 VLと が 上
下 方 向 で 反 対 に 配 置 さ れ て い る 。 そ れ に よ り 、 水 平 方 向 と 上 下 方 向 と の そ れ ぞ れ で 高 階 調
領 域 VHと 低 階 調 領 域 VLと が 交 互 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 各 サ ブ 画 素 の 高 階 調 領 域 VH及 び 低 階 調 領 域 VLは 左 右 の 両 辺 が 上 下 方 向 か ら 傾 き 、 ジ グ ザ
グ 模 様 を 成 す 。 例 え ば 図 １ 及 び 図 ２ で は 、 高 階 調 領 域 VH及 び 低 階 調 領 域 VLの そ れ ぞ れ の 左
右 の 両 辺 が 中 央 部 で 水 平 方 向 に 対 し て 対 称 に 折 れ 曲 が り 、 特 に そ の 折 れ 曲 が り の 頂 点 で は
水 平 方 向 と 45° の 傾 斜 角 で 交 わ っ て い る 。 そ れ に よ り 、 各 サ ブ 画 素 の 高 階 調 領 域 VHと 低 階
調 領 域 VLの 左 右 の 両 辺 が 、 そ の 高 階 調 領 域 VH及 び 低 階 調 領 域 VLの そ れ ぞ れ を 左 右 二 つ の ド
メ イ ン に 分 割 す る た め に 画 素 電 極 及 び 共 通 電 極 に 形 成 さ れ た ス リ ッ ト （ 図 １ 、 ２ に は 示 さ
れ て い な い ） と 平 行 に 並 ぶ 。 そ の 結 果 、 水 平 方 向 に 隣 接 す る 二 つ の サ ブ 画 素 間 に 生 じ る 側
面 電 界 が 、 各 サ ブ 画 素 内 で の 液 晶 分 子 の 配 向 制 御 に 利 用 さ れ る フ リ ン ジ 電 界 を 補 う よ う に
作 用 す る 。 こ う し て 、 各 サ ブ 画 素 で は 光 透 過 率 及 び コ ン ト ラ ス ト 比 が 共 に 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の よ う な ジ グ ザ グ の 境 界 線 で 区 切 ら れ た 各 サ ブ 画 素 の 高 階 調 領 域 VHと 低 階 調 領 域 VLと
は 、 図 １ に 示 さ れ た よ う に セ ン タ ー ア ラ イ ン （ Center Aligned） 構 造 に 整 列 し 、 又 は 図 ２
に 示 さ れ た よ う に エ ッ ジ ア ラ イ ン （ Edge Aligned） 構 造 に 整 列 す る 。 図 １ に 示 さ れ た セ ン
タ ー ア ラ イ ン 構 造 で は 、 高 階 調 領 域 VHの 左 辺 の 頂 点 Nが 、 隣 接 し た ２ つ の デ ー タ ラ イ ン DL1
、 DL2の 間 の 中 心 点 と 一 致 す る よ う に 、 高 階 調 領 域 VH及 び 低 階 調 領 域 VLが 整 列 し て い る 。
図 ２ に 示 さ れ た エ ッ ジ ア ラ イ ン 構 造 で は 、 上 下 方 向 で 隣 接 し た 高 階 調 領 域 VHと 低 階 調 領 域
VLと で 、 左 右 い ず れ か 同 じ 側 の 辺 の 頂 点 の 対 （ N2、 N1） 又 は （ N3、 N4） が 同 一 の 垂 直 線 上
に 位 置 す る よ う に 、 高 階 調 領 域 VH及 び 低 階 調 領 域 VLが 整 列 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う な ジ グ ザ グ 構 造 の サ ブ 画 素 は 、 高 階 調 領 域 VH及 び 低 階 調 領 域 VLの そ れ ぞ れ に 形
成 さ れ た 画 素 電 極 の 形 状 と 、 各 画 素 電 極 に 重 ね ら れ た Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ そ れ ぞ れ の カ ラ ー フ ィ ル
タ の 形 状 と に よ っ て 決 定 さ れ る 。 言 い 換 え れ ば 、 各 サ ブ 画 素 の 高 階 調 領 域 VH及 び 低 階 調 領
域 VLに 形 成 さ れ た 画 素 電 極 と Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ カ ラ ー フ ィ ル タ と が 上 述 の ジ グ ザ グ 構 造 を 有 す る
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 画 素 電 極 は 各 サ ブ 画 素 の 高 階 調 領 域 VH及 び 低 階 調 領 域 VLの そ れ ぞ れ に 独 立 に 形 成 さ れ 、
異 な る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFTに よ っ て 駆 動 さ れ る 。 こ の よ う な 画 素 電 極 は 薄 膜 ト ラ ン ジ ス
タ TFTと 共 に 同 じ 基 板 に 形 成 さ れ 、 別 の 基 板 に 形 成 さ れ た 共 通 電 極 と 液 晶 層 を 挟 ん で 対 向
す る 。 画 素 電 極 と 共 通 電 極 と の 間 に 生 じ る 電 界 が 、 二 枚 の 基 板 の 間 に 挟 ま れ た 液 晶 層 内 で
垂 直 配 向 さ れ た 液 晶 分 子 を 駆 動 す る 。 高 階 調 領 域 VH及 び 低 階 調 領 域 VLの そ れ ぞ れ で は 更 に
、 マ ル チ － ド メ イ ン を 形 成 す る た め に 画 素 電 極 と 共 通 電 極 と の そ れ ぞ れ に ス リ ッ ト が 、 水
平 方 向 と 上 下 方 向 と の そ れ ぞ れ で 交 互 に 形 成 さ れ て い る 。 例 え ば 、 高 階 調 領 域 VHは 共 通 電
極 及 び 画 素 電 極 に 形 成 さ れ た ス リ ッ ト に よ っ て 上 下 左 右 に 配 列 さ れ た 4個 の ド メ イ ン に 分
割 さ れ 、 低 階 調 領 域 VLは 8個 の ド メ イ ン に 分 割 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFTは ゲ ー ト ラ イ ン GLか ら の ス キ ャ ン 信 号 に 応 じ て デ ー タ ラ イ ン DLか
ら の デ ー タ 信 号 を 画 素 電 極 に 供 給 す る 。 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFTは 、 ゲ ー ト ラ イ ン GLに 接 続
さ れ た ゲ ー ト 電 極 2、 デ ー タ ラ イ ン DLに 接 続 さ れ た ソ ー ス 電 極 4、 コ ン タ ク ト 部 8を 介 し て
画 素 電 極 に 接 続 さ れ た ド レ イ ン 電 極 6、 及 び 、 ソ ー ス 電 極 4と ド レ イ ン 電 極 6と の 間 に チ ャ
ン ネ ル を 形 成 す る 半 導 体 層 （ 図 示 せ ず ） を 具 備 す る 。 特 に 、 各 サ ブ 画 素 で は 高 階 調 領 域 VH
及 び 低 階 調 領 域 VLが 、 異 な る ゲ ー ト ラ イ ン GLに 接 続 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFTを 介 し て
独 立 に 駆 動 さ れ る 。 例 え ば 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 さ れ た よ う に 、 第 １ 乃 至 第 ３ デ ー タ ラ イ ン
DL1、 DL2、 DL3の そ れ ぞ れ と 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン GL1と の 間 に 接 続 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TF
Tに よ っ て 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン GL1が 駆 動 さ れ る と き 、 Ｒ 低 階 調 領 域 VL、 Ｇ 高 階 調 領 域 VH、 Ｂ
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低 階 調 領 域 VLが 駆 動 さ れ る 。 一 方 、 第 １ 乃 至 第 ３ デ ー タ ラ イ ン DL1、 DL2、 DL3の そ れ ぞ れ
と 第 ２ ゲ ー ト ラ イ ン GL2と の 間 に 接 続 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFTに よ っ て 第 ２ ゲ ー ト ラ イ
ン GL2が 駆 動 さ れ る と き 、 Ｒ 高 階 調 領 域 VH、 Ｇ 低 階 調 領 域 VL、 Ｂ 高 階 調 領 域 VHが 駆 動 さ れ
る 。 そ れ に よ り 、 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ サ ブ 画 素 の 階 調 が 、 高 階 調 領 域 VHに 表 現 さ れ た 高 階 調 と 、 低
階 調 領 域 VLに 表 現 さ れ た 低 階 調 と の 組 み 合 わ せ で 表 現 さ れ る 。 そ の 結 果 、 液 晶 パ ネ ル の 側
面 視 認 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 好 ま し く は 、 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン GL1は 、 各 サ ブ 画 素 の 上 側 に 位 置 す る 低 階 調 領 域 VLま た
は 高 階 調 領 域 VHの 折 れ 曲 が り 部 分 の 頂 点 に 重 な り 、 第 ２ ゲ ー ト ラ イ ン GL2は 、 上 下 方 向 で
隣 接 し た 二 つ の サ ブ 画 素 の 境 界 部 に 重 な っ て い る 。 そ れ に よ り 、 サ ブ 画 素 の 光 透 過 率 が 向
上 す る 。 第 １ 乃 至 第 ４ デ ー タ ラ イ ン DL1～ DL4は 、 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン GL1及 び 第 ２ ゲ ー ト ラ
イ ン GL2と 絶 縁 膜 （ 図 示 せ ず ） を 間 に お い て 交 差 し て い る 。 更 に 、 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン GL1及
び 第 ２ ゲ ー ト ラ イ ン GL2の 間 で は 、 第 １ ス ト レ ー ジ ラ イ ン STL1が 、 各 サ ブ 画 素 の 高 階 調 領
域 VH及 び 低 階 調 領 域 VLの 間 の 境 界 部 に 重 な っ て い る 。 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン GL1に 接 続 さ れ た
薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFTは 、 第 １ ス ト レ ー ジ ラ イ ン STL1の 上 に 位 置 す る 高 階 調 領 域 VHま た は
低 階 調 領 域 VLの 画 素 電 極 に 接 続 さ れ て い る 。 第 ２ ゲ ー ト ラ イ ン GL2に 接 続 さ れ た 薄 膜 ト ラ
ン ジ ス タ TFTは 、 第 １ ス ト レ ー ジ STL1の 下 に 位 置 す る 高 階 調 領 域 VHま た は 低 階 調 領 域 VLの
画 素 電 極 に 接 続 さ れ て い る 。 よ り 具 体 的 に は 、 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン GL1に 接 続 さ れ た 薄 膜 ト
ラ ン ジ ス タ TFTで は 、 そ の ド レ イ ン 電 極 6が 下 側 の 第 １ ス ト レ ー ジ ラ イ ン STL1ま で 延 び 、 そ
の 第 １ ス ト レ ー ジ ラ イ ン STL1に 重 な り 、 又 は 近 接 し た コ ン タ ク ト 部 8を 通 じ て 低 階 調 領 域 V
Lま た は 高 階 調 領 域 VHの 画 素 電 極 に 接 続 さ れ て い る 。 一 方 、 第 ２ ゲ ー ト ラ イ ン GL2に 接 続 さ
れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFTで は 、 そ の ド レ イ ン 電 極 6が 上 側 の 第 １ ス ト レ ー ジ ラ イ ン STL1ま
で 延 び 、 そ の 第 １ ス ト レ ー ジ ラ イ ン STL1に 重 な り 、 又 は 近 接 し た コ ン タ ク ト 部 8を 介 し て
高 階 調 領 域 VHま た は 低 階 調 領 域 VLの 画 素 電 極 に 接 続 さ れ て い る 。 こ こ で 、 コ ン タ ク ト 部 8
を 通 じ て 高 階 調 領 域 VHま た は 低 階 調 領 域 VLの 画 素 電 極 に 接 続 さ れ た ド レ イ ン 電 極 6は 第 １
ス ト レ ー ジ ラ イ ン STL1に 重 な り 、 ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 及 び 第 ２ 実 施 例 に よ る 液 晶 パ ネ ル の 各 サ ブ 画 素 は ジ
グ ザ グ 構 造 で あ り 、 好 ま し く は 1： 2の 面 積 比 を 有 す る 高 階 調 領 域 VHと 低 階 調 領 域 VLと に 分
割 さ れ て い る 。 そ の 結 果 、 各 サ ブ 画 素 の 光 透 過 率 が 向 上 し 、 液 晶 パ ネ ル の 側 面 視 認 性 が 向
上 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ３ は 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 さ れ た 液 晶 パ ネ ル を 有 す る 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に よ る 液 晶
表 示 装 置 を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ３ に 示 さ れ た 液 晶 表 示 装 置 は 、 液 晶 パ ネ ル 12、 液
晶 パ ネ ル 12の ゲ ー ト ラ イ ン GLを 駆 動 す る ゲ ー ト ド ラ イ バ 14、 液 晶 パ ネ ル 12の デ ー タ ラ イ ン
DLを 駆 動 す る デ ー タ ド ラ イ バ 16、 及 び 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ 14と デ ー タ ド ラ イ バ 16と を 制 御 す
る タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ 20、 を 具 備 す る 。 液 晶 パ ネ ル 12は 図 １ 及 び 図 ２ に 示 さ れ た よ う
に 、 ジ グ ザ グ 構 造 で あ り 、 好 ま し く は 1： 2の 面 積 比 を 有 す る 高 階 調 領 域 VHと 低 階 調 領 域 VL
と の 対 で 構 成 さ れ た Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ サ ブ 画 素 を 具 備 す る 。 尚 、 図 ３ で は 、 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ サ ブ 画 素
が 単 純 化 さ れ て 示 さ れ て い る 。 各 サ ブ 画 素 の 高 階 調 領 域 VHと 低 階 調 領 域 VLと は 異 な る 薄 膜
ト ラ ン ジ ス タ TFTに よ っ て 駆 動 さ れ 、 水 平 方 向 で 隣 接 し た 二 つ の サ ブ 画 素 間 で は 高 階 調 領
域 VH及 び 低 階 調 領 域 VLが 上 下 方 向 で 反 対 に 配 置 さ れ て い る 。 例 え ば 、 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン GL
1に 接 続 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFTに よ っ て 、 Ｒ 低 階 調 領 域 VL、 Ｇ 高 階 調 領 域 VH、 Ｂ 低 階
調 領 域 VLが 駆 動 さ れ 、 第 ２ ゲ ー ト ラ イ ン GL2に 接 続 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFTに よ っ て 、
Ｒ 高 階 調 領 域 VH、 Ｇ 低 階 調 領 域 VL、 Ｂ 高 階 調 領 域 VHが 駆 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ 20は 、 外 部 か ら 入 力 さ れ た 同 期 信 号 及 び ク ロ ッ ク 信 号 を 用 い 、
ゲ ー ト ド ラ イ バ 14を 制 御 す る た め の ゲ ー ト 制 御 信 号 と 、 デ ー タ ド ラ イ バ 16を 制 御 す る た め
の デ ー タ 制 御 信 号 と を 生 成 す る 。 ま た 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ 20は 、 外 部 か ら Ｒ 、 Ｇ 、
Ｂ デ ー タ 信 号 を 入 力 し 、 予 め 貯 蔵 さ れ た ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル LUTを 利 用 し て 高 階 調 領 域
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に 対 す る 高 階 調 デ ー タ 信 号 RH、 GH、 BHと 低 階 調 領 域 に 対 す る 低 階 調 デ ー タ 信 号 RL、 GL、 BL
と に 変 調 し 、 メ モ リ に 貯 蔵 す る 。 そ の 後 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ 20は 、 メ モ リ に 貯 蔵 さ
れ た 高 階 調 デ ー タ 信 号 及 び 低 階 調 デ ー タ 信 号 を 、 各 サ ブ 画 素 の 高 階 調 領 域 VHと 低 階 調 領 域
VLと の 配 置 に 合 わ せ た 順 序 で デ ー タ ド ラ イ バ 16に 供 給 す る 。 例 え ば 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ
ー ラ 20は 、 あ る 水 平 同 期 期 間 1Hで は デ ー タ 信 号 を RL、 GH、 BLの 順 で デ ー タ ド ラ イ バ 16に 供
給 し 、 次 の 水 平 期 間 2Hで は RH、 GL、 BHの 順 で 供 給 す る 。 こ こ で 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ
20は 、 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ デ ー タ 信 号 を 高 階 調 デ ー タ 信 号 と 低 階 調 デ ー タ 信 号 と に 分 割 し て デ ー タ
ド ラ イ バ 16に 供 給 し な け れ ば な ら な い の で 、 高 速 で 動 作 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ゲ ー ト ド ラ イ バ 14は タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ 20か ら の ゲ ー ト 制 御 信 号 に 応 じ て 液 晶 パ ネ
ル 12の ゲ ー ト ラ イ ン GLを 順 番 に 駆 動 す る 。 デ ー タ ド ラ イ バ 16は ガ ン マ 電 圧 部 18か ら の ガ ン
マ 電 圧 を 用 い 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ 20か ら の デ ー タ 信 号 を ア ナ ロ グ 信 号 に 変 換 し 、 液
晶 パ ネ ル 12の ゲ ー ト ラ イ ン GLが 駆 動 さ れ る ご と に デ ー タ ラ イ ン DLに 供 給 す る 。 例 え ば 、 第
１ ゲ ー ト ラ イ ン GL1が 駆 動 さ れ る と き 、 デ ー タ ド ラ イ バ 16は タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ 20か
ら の デ ー タ 信 号 RL、 GH、 BLを ア ナ ロ グ 信 号 に 変 換 し 、 第 １ 乃 至 第 ３ デ ー タ ラ イ ン DL1、 DL2
、 DL3の そ れ ぞ れ に 供 給 す る 。 そ れ に よ り 、 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン GL1と 第 １ 乃 至 第 ３ デ ー タ ラ
イ ン DL1、 DL2、 DL3と の 間 に 接 続 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFTを 通 じ 、 Ｒ 低 階 調 領 域 VLに は
低 階 調 デ ー タ 信 号 RLが 供 給 さ れ 、 Ｇ 高 階 調 領 域 VHに は 高 階 調 デ ー タ 信 号 GHが 供 給 さ れ 、 Ｂ
低 階 調 領 域 VLに は 低 階 調 デ ー タ 信 号 BLが 供 給 さ れ る 。 続 い て 、 第 ２ ゲ ー ト ラ イ ン GL2が 駆
動 さ れ る と き 、 デ ー タ ド ラ イ バ 16は タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ 20か ら の デ ー タ 信 号 RH、 GL、
BHを ア ナ ロ グ 信 号 に 変 換 し 、 第 １ 乃 至 第 ３ デ ー タ ラ イ ン DL1、 DL2、 DL3の そ れ ぞ れ に 供 給
す る 。 そ れ に よ り 、 第 ２ ゲ ー ト ラ イ ン GL2と 第 １ 乃 至 第 ３ デ ー タ ラ イ ン DL1、 DL2、 DL3と の
間 に 接 続 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFTを 通 じ 、 Ｒ 高 階 調 領 域 VHに は 高 階 調 デ ー タ 信 号 RHが
供 給 さ れ 、 Ｇ 低 階 調 領 域 VLに は 低 階 調 デ ー タ 信 号 GLが 供 給 さ れ 、 Ｂ 高 階 調 領 域 VHに は 高 階
調 デ ー タ 信 号 BHが 供 給 さ れ る 。 そ の 結 果 、 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ サ ブ 画 素 の そ れ ぞ れ は 、 高 階 調 領 域
VHと 低 階 調 領 域 VLと の そ れ ぞ れ に 供 給 さ れ た デ ー タ 信 号 に 応 じ た 高 階 調 と 低 階 調 と の 組 み
合 わ せ で 階 調 を 表 現 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の よ う に 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 で は 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ 20
が ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル LUTを 用 い た デ ジ タ ル 変 調 方 式 に よ り 、 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ デ ー タ 信 号 を
高 階 調 デ ー タ 信 号 と 低 階 調 デ ー タ 信 号 と に 分 離 し 、 液 晶 パ ネ ル 12の 各 サ ブ 画 素 の 高 階 調 領
域 VH及 び 低 階 調 領 域 VLの そ れ ぞ れ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ４ は 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ４ に 示 さ
れ た 液 晶 表 示 装 置 は 、 高 階 調 ガ ン マ 電 圧 と 低 階 調 ガ ン マ 電 圧 と を 用 い た ア ナ ロ グ 変 調 方 式
に よ り 、 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ デ ー タ 信 号 を 高 階 調 デ ー タ 信 号 と 低 階 調 デ ー タ 信 号 と に 分 離 し 、 各 サ
ブ 画 素 の 高 階 調 領 域 VH及 び 低 階 調 領 域 VLの そ れ ぞ れ に 独 立 に 供 給 す る 。 図 ４ に 示 さ れ た 液
晶 表 示 装 置 は 、 液 晶 パ ネ ル 30、 液 晶 パ ネ ル 30の ゲ ー ト ラ イ ン GLを 駆 動 す る ゲ ー ト ド ラ イ バ
24、 液 晶 パ ネ ル 30の デ ー タ ラ イ ン DLを 駆 動 す る デ ー タ ド ラ イ バ 26、 ゲ ー ト ド ラ イ バ 24と デ
ー タ ド ラ イ バ 26と を 制 御 す る タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ 40、 及 び 、 デ ー タ ド ラ イ バ 26に 高 階
調 ガ ン マ 電 圧 と 低 階 調 ガ ン マ 電 圧 と を 選 択 さ せ る ガ ン マ 電 圧 部 38、 を 具 備 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ 40は 、 外 部 か ら 入 力 さ れ た 同 期 信 号 及 び ク ロ ッ ク 信 号 を 用 い 、
ゲ ー ト ド ラ イ バ 24を 制 御 す る た め の ゲ ー ト 制 御 信 号 と 、 デ ー タ ド ラ イ バ 26を 制 御 す る た め
の デ ー タ 制 御 信 号 と を 生 成 す る 。 ま た 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ 40は 、 外 部 か ら 入 力 さ れ
た Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ デ ー タ 信 号 を 再 構 成 し て デ ー タ ド ラ イ バ 26に 供 給 す る 。 ゲ ー ト ド ラ イ バ 24は
、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ 40か ら の ゲ ー ト 制 御 信 号 に 応 じ て 液 晶 パ ネ ル 30の ゲ ー ト ラ イ ン
GLを 順 番 に 駆 動 す る 。 デ ー タ ド ラ イ バ 26は タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ 40か ら の デ ー タ 信 号 を
ア ナ ロ グ 信 号 に 変 換 す る 。 そ の と き 、 デ ー タ ド ラ イ バ 26は 、 ガ ン マ 電 圧 部 38に よ り 生 成 さ
れ た 高 階 調 ガ ン マ 電 圧 と 低 階 調 ガ ン マ 電 圧 と を 用 い 、 デ ー タ 信 号 を 高 階 調 デ ー タ 信 号 と 低
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階 調 デ ー タ 信 号 と に そ れ ぞ れ 変 換 し て 液 晶 パ ネ ル 30に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ガ ン マ 電 圧 部 38は 、 複 数 の 高 階 調 ガ ン マ 電 圧 を 生 成 す る 高 階 調 ガ ン マ 電 圧 部 34、 複 数 の
低 階 調 ガ ン マ 電 圧 部 を 生 成 す る 低 階 調 ガ ン マ 電 圧 部 36、 及 び 、 高 階 調 ガ ン マ 電 圧 部 34の 出
力 と 低 階 調 ガ ン マ 電 圧 部 36の 出 力 と の い ず れ か を 選 択 し て 出 力 す る ア ナ ロ グ ス イ ッ チ 32、
を 具 備 す る 。 高 階 調 ガ ン マ 電 圧 部 34は 、 図 ５ に 示 さ れ た 高 階 調 ガ ン マ 曲 線 VH＿ rに 従 っ て
設 計 さ れ た 抵 抗 素 子 列 を 用 い て 複 数 の 高 階 調 ガ ン マ 電 圧 を 生 成 す る 。 低 階 調 ガ ン マ 電 圧 部
36は 、 図 ５ に 示 さ れ た 低 階 調 ガ ン マ 曲 線 VL＿ rに 従 っ て 設 計 さ れ た 抵 抗 素 子 列 を 用 い て 複
数 の 低 階 調 ガ ン マ 電 圧 を 生 成 す る 。 ア ナ ロ グ ス イ ッ チ 32は 、 あ る 一 つ の 水 平 同 期 期 間 で は
高 階 調 ガ ン マ 電 圧 部 34か ら の 高 階 調 ガ ン マ 電 圧 を デ ー タ ド ラ イ バ 26に 供 給 し 、 そ の 次 の 水
平 同 期 期 間 で は 低 階 調 ガ ン マ 電 圧 部 36か ら の 低 階 調 ガ ン マ 電 圧 を デ ー タ ド ラ イ バ 26に 供 給
す る 。 ア ナ ロ グ ス イ ッ チ 32は こ の ス イ ッ チ ン グ 動 作 を 水 平 同 期 期 間 毎 に 反 復 す る 。 ア ナ ロ
グ ス イ ッ チ 32の 動 作 は タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ 40の 制 御 に 従 い 、 デ ー タ ド ラ イ バ 26に よ る
デ ー タ 信 号 の 液 晶 パ ネ ル 30へ の 出 力 動 作 と 同 期 す る 。 尚 、 ア ナ ロ グ ス イ ッ チ 32は ガ ン マ 電
圧 部 38に 代 え 、 デ ー タ ド ラ イ バ 26に 内 蔵 さ れ て い て も 良 い 。 ア ナ ロ グ ス イ ッ チ 32の ス イ ッ
チ ン グ 動 作 に よ り 、 デ ー タ ド ラ イ バ 26は タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ 40か ら の Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ デ ー
タ 信 号 を 、 あ る 一 つ の 水 平 同 期 期 間 で は 高 階 調 ガ ン マ 電 圧 を 用 い て 高 階 調 デ ー タ 信 号 に 変
換 し て 液 晶 パ ネ ル 30に 供 給 し 、 そ の 次 の 水 平 同 期 期 間 で は 低 階 調 ガ ン マ 電 圧 を 用 い て 低 階
調 デ ー タ 信 号 に 変 換 し て 液 晶 パ ネ ル 30に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 液 晶 パ ネ ル 30は 、 ジ グ ザ グ 模 様 を 成 し 、 か つ 好 ま し く は 1： 2の 面 積 比 を 有 す る 高 階 調 領
域 VHと 低 階 調 領 域 VLと に 分 割 さ れ た Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ の 各 サ ブ 画 素 を 具 備 す る 。 但 し 、 図 ４ で は
簡 単 の た め 、 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ サ ブ 画 素 を 単 純 化 し て 示 す 。 各 サ ブ 画 素 の 高 階 調 領 域 VHと 低 階 調
領 域 VLと の そ れ ぞ れ は 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFTに よ っ て 駆 動 さ れ る 。 水 平 方 向 で 隣 接 し た 二
つ の サ ブ 画 素 間 で は 高 階 調 領 域 VHと 低 階 調 領 域 VLと が 上 下 方 向 で 反 対 に 配 置 さ れ て い る 。
特 に 、 ガ ン マ 電 圧 部 38を 用 い た ア ナ ロ グ 変 調 に よ り 、 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ サ ブ 画 素 の 高 階 調 領 域 VH
と 低 階 調 領 域 VLと は 、 高 階 調 デ ー タ 信 号 が 供 給 さ れ る 水 平 同 期 期 間 と 、 低 階 調 デ ー タ 信 号
が 供 給 さ れ る 水 平 同 期 期 間 と で 、 別 々 に 駆 動 さ れ る 。 例 え ば 、 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン GL1に 接
続 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFTは 、 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ サ ブ 画 素 の 高 階 調 領 域 VHに 接 続 さ れ 、 第 ２
ゲ ー ト ラ イ ン GL2に 接 続 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFTは 、 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ サ ブ 画 素 の 低 階 調 領 域
VLに 接 続 さ れ て い る 。 よ り 具 体 的 に は 、 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン GL1に 接 続 さ れ 、 か つ 、 Ｒ サ ブ
画 素 の 上 部 に 位 置 す る Ｒ 低 階 調 領 域 VLと Ｂ サ ブ 画 素 の 上 部 に 位 置 す る Ｂ 低 階 調 領 域 VLと の
そ れ ぞ れ に 配 置 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFTで は 、 そ の ド レ イ ン 電 極 が 下 方 に 延 び 、 各 サ
ブ 画 素 の 下 部 に 位 置 す る Ｒ 高 階 調 領 域 VH及 び Ｂ 高 階 調 領 域 VHの そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ て い る
。 第 ２ ゲ ー ト ラ イ ン GL2に 接 続 さ れ 、 か つ Ｒ サ ブ 画 素 の 下 部 に 位 置 す る Ｒ 高 階 調 領 域 VHと
Ｂ サ ブ 画 素 の 下 部 に 位 置 す る Ｂ 高 階 調 領 域 VHと の そ れ ぞ れ に 配 置 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ
TFTで は 、 そ の ド レ イ ン 電 極 が 上 方 に 延 び 、 各 サ ブ 画 素 の 上 部 に 位 置 す る Ｒ 低 階 調 領 域 VL
及 び Ｂ 低 階 調 領 域 VLの そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ て い る 。 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン GL1に 接 続 さ れ 、 か
つ Ｇ サ ブ 画 素 の 上 部 に 位 置 す る Ｇ 高 階 調 領 域 VHに 配 置 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFTは そ の
Ｇ 高 階 調 領 域 VHに 接 続 さ れ 、 第 ２ ゲ ー ト ラ イ ン GL2に 接 続 さ れ 、 か つ Ｇ サ ブ 画 素 の 下 部 に
位 置 す る Ｇ 低 階 調 領 域 VLに 配 置 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFTは 、 そ の Ｇ 低 階 調 領 域 VLに 接
続 さ れ て い る 。 そ れ に よ り 、 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン GL1が 駆 動 さ れ る 水 平 同 期 期 間 1Hで は 、 デ
ー タ ド ラ イ バ 26か ら 第 １ 乃 至 第 ３ デ ー タ ラ イ ン DL1、 DL2、 DL3の そ れ ぞ れ に 供 給 さ れ た 高
階 調 デ ー タ 信 号 RH、 GH、 BHが 、 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 高 階 調 領 域 VHの そ れ ぞ れ に 供 給 さ れ る 。 続 い て
、 第 ２ ゲ ー ト ラ イ ン GL2が 駆 動 さ れ る 水 平 同 期 期 間 2Hで は 、 デ ー タ ド ラ イ バ 26か ら 第 １ 乃
至 第 ３ デ ー タ ラ イ ン DL1、 DL2、 DL3の そ れ ぞ れ に 供 給 さ れ た 低 階 調 デ ー タ 信 号 RL、 GL、 BL
が 、 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 低 階 調 領 域 VLの そ れ ぞ れ に 供 給 さ れ る 。 そ れ に よ り 、 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ サ ブ 画 素
の そ れ ぞ れ は 、 高 階 調 領 域 VHと 低 階 調 領 域 VLと の そ れ ぞ れ に 供 給 さ れ た デ ー タ 信 号 に 応 じ
た 高 階 調 及 び 低 階 調 の 組 み 合 わ せ で 発 光 し 、 図 ５ に 示 さ れ た ガ ン マ 曲 線 rに 従 う 階 調 を 表
現 す る 。
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【 ０ ０ ３ ４ 】
　 以 上 の 通 り 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 は 、 高 階 調 ガ ン マ 電 圧 と 低 階 調 ガ
ン マ 電 圧 と を 用 い た ア ナ ロ グ 変 調 方 式 で Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ デ ー タ を 高 階 調 デ ー タ 信 号 及 び 低 階 調
デ ー タ 信 号 に 分 離 し 、 各 サ ブ 画 素 を 上 下 に 分 割 す る 高 階 調 領 域 VH及 び 低 階 調 領 域 VLの そ れ
ぞ れ に 供 給 す る 。 上 記 の ア ナ ロ グ 変 調 方 式 で は 、 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル LUTを 用 い た デ ジ
タ ル 変 調 方 式 と は 異 な り 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ の 高 速 動 作 が 不 要 で あ る の で 、 そ の 高
速 動 作 に 伴 う ノ イ ズ に 起 因 す る 画 質 低 下 が 防 止 さ れ る 。 ま た 、 デ ジ タ ル 変 調 方 式 で は 一 つ
の ガ ン マ 曲 線 に 基 づ い て 高 階 調 及 び 低 階 調 が 表 現 さ れ ね ば な ら な い の で 、 階 調 表 現 の 更 な
る 精 密 化 が 難 し い 。 そ れ に 対 し 、 ア ナ ロ グ 変 調 方 式 で は 高 階 調 及 び 低 階 調 の そ れ ぞ れ が 異
な る ガ ン マ 曲 線 に 基 づ い て 別 々 に 調 整 さ れ る の で 、 階 調 表 現 の 更 な る 精 密 化 が 可 能 で あ る
。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 以 下 で は 、 図 ４ に 示 さ れ た ア ナ ロ グ 変 調 方 式 に 適 用 可 能 な Ｖ Ａ モ ー ド の 液 晶 パ ネ ル を 具
体 的 に 見 て み る 。
　 図 ６ は 本 発 明 の 第 ３ 実 施 例 に よ る Ｖ Ａ モ ー ド 液 晶 パ ネ ル の 一 つ の 画 素 の 構 造 を 示 し た 平
面 図 で あ り 、 図 ７ は 本 発 明 の 第 ４ 実 施 例 に よ る Ｖ Ａ モ ー ド 液 晶 パ ネ ル の 一 つ の 画 素 の 構 造
を 示 し た 平 面 図 で あ る 。 図 ６ 及 び 図 ７ に 示 さ れ た 液 晶 パ ネ ル は 、 図 ４ に 示 さ れ た 液 晶 パ ネ
ル 30の Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ サ ブ 画 素 の ジ グ ザ グ 構 造 を 示 し た も の で あ り 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 さ れ た
液 晶 パ ネ ル と は 異 な り 、 水 平 方 向 で 隣 接 し た 二 つ の サ ブ 画 素 間 で は 、 高 階 調 領 域 VH及 び 低
階 調 領 域 VLの そ れ ぞ れ と 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFTと の 間 を 接 続 す る コ ン タ ク ト 部 8が 、 上 下 方
向 で 反 対 に 配 置 さ れ て い る 。 尚 、 そ の 他 の 構 成 要 素 は 同 様 で あ る の で 、 そ れ ら 同 様 な 構 成
要 素 に つ い て は 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 さ れ た 液 晶 パ ネ ル に 関 す る 上 記 の 説 明 を 援 用 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ６ 及 び 図 ７ に 示 さ れ た Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ サ ブ 画 素 の そ れ ぞ れ は 、 好 ま し く は 1： 2の 面 積 比 を
有 す る 高 階 調 領 域 VH及 び 低 階 調 領 域 VLと で 上 下 に 分 割 さ れ て い る 。 高 階 調 領 域 VHと 低 階 調
領 域 VLと の 配 置 は 、 図 ６ に 示 さ れ た よ う な セ ン タ ー ア ラ イ ン 構 造 で あ っ て も 良 く 、 図 ７ に
示 さ れ た よ う な エ ッ ジ ア ラ イ ン 構 造 で あ っ て も 良 い 。 ま た 、 各 サ ブ 画 素 の 高 階 調 領 域 VHと
低 階 調 領 域 VLと は 、 水 平 方 向 で 隣 接 し た 別 の サ ブ 画 素 の 高 階 調 領 域 VH及 び 低 階 調 領 域 VLと
は 上 下 方 向 で 反 対 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 あ る 一 つ の 水 平 同 期 期 間 で は Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ サ ブ 画 素 の 高 階 調 領 域 VHが 同 時 に 駆 動 さ れ 、 そ
の 次 の 水 平 同 期 期 間 で は Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ サ ブ 画 素 の 低 階 調 領 域 VLが 同 時 に 駆 動 さ れ る 。 そ れ に
よ り 、 図 ４ に 示 さ れ た ア ナ ロ グ 変 調 方 式 で 分 離 さ れ た 高 階 調 デ ー タ 信 号 及 び 低 階 調 デ ー タ
信 号 が 、 各 サ ブ 画 素 の 高 階 調 領 域 VHと 低 階 調 領 域 VLと の そ れ ぞ れ に 供 給 さ れ る 。 例 え ば 、
第 １ ゲ ー ト ラ イ ン GL1に 接 続 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFTは 、 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ サ ブ 画 素 の 高 階 調
領 域 VHを そ れ ぞ れ 駆 動 し 、 第 ２ ゲ ー ト ラ イ ン GL2に 接 続 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFTは 、 Ｒ
、 Ｇ 、 Ｂ サ ブ 画 素 の 低 階 調 領 域 VLを そ れ ぞ れ 駆 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン GL1に 接 続 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFTは 、 そ の 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン GL1
に 重 な っ て い る 低 階 調 領 域 VLま た は 高 階 調 領 域 VHの 折 れ 曲 が り 部 分 に 形 成 さ れ て い る 。 Ｒ
高 階 調 領 域 VH及 び Ｂ 高 階 調 領 域 VHの そ れ ぞ れ を 駆 動 す る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFTの ド レ イ ン
電 極 6は 下 方 に 延 び 、 第 １ ス ト レ ー ジ ラ イ ン STL1の 下 辺 に 位 置 す る コ ン タ ク ト 部 8を 通 じ て
そ の 第 １ ス ト レ ー ジ ラ イ ン STL1の 下 に 位 置 す る Ｒ 高 階 調 領 域 VH及 び Ｂ 高 階 調 領 域 VHの そ れ
ぞ れ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｇ 高 階 調 領 域 VHを 駆 動 す る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFTの ド レ イ ン 電 極 6
は 下 方 に 延 び 、 第 １ ス ト レ ー ジ STL1の 上 辺 に 位 置 す る コ ン タ ク ト 部 8を 通 じ て そ の 第 １ ス
ト レ ー ジ ラ イ ン STL1の 上 に 位 置 す る Ｇ 高 階 調 領 域 VHに 接 続 さ れ て い る 。 特 に 、 第 １ ゲ ー ト
ラ イ ン GL1に 接 続 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFTと 低 階 調 領 域 VLま た は 高 階 調 領 域 VHと の 間 を
接 続 す る コ ン タ ク ト 部 8は 、 第 １ ス ト レ ー ジ ラ イ ン STL1に 沿 っ て そ の 上 下 に 交 互 に 位 置 す
る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
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　 第 ２ ゲ ー ト ラ イ ン GL2に 接 続 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFTは 、 上 下 方 向 に 隣 接 し た 二 つ の
サ ブ 画 素 間 の 境 界 部 に 形 成 さ れ て い る 。 こ こ で 、 そ の 境 界 部 に は 第 ２ ゲ ー ト ラ イ ン GL2が
重 な っ て い る 。 Ｒ 低 階 調 領 域 VL及 び Ｂ 低 階 調 領 域 VLの そ れ ぞ れ を 駆 動 す る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス
タ TFTの ド レ イ ン 電 極 6は 上 方 に 延 び 、 第 １ ス ト レ ー ジ ラ イ ン STL1の 上 辺 に 位 置 す る コ ン タ
ク ト 部 8を 通 じ て そ の 第 １ ス ト レ ー ジ ラ イ ン STL1の 上 に 位 置 す る Ｒ 低 階 調 領 域 VL及 び Ｂ 低
階 調 領 域 VLの そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｇ 低 階 調 領 域 VLを 駆 動 す る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TF
Tの ド レ イ ン 電 極 6は 上 方 に 延 び 、 第 １ ス ト レ ー ジ ラ イ ン STL1の 下 辺 に 位 置 す る コ ン タ ク ト
部 8を 通 じ て そ の 第 １ ス ト レ ー ジ ラ イ ン STL1の 下 に 位 置 す る Ｇ 低 階 調 領 域 VLに 接 続 さ れ て
い る 。 特 に 、 第 ２ ゲ ー ト ラ イ ン GL2に 接 続 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFTと 高 階 調 領 域 VHま た
は 低 階 調 領 域 VLと の 間 を 接 続 す る コ ン タ ク ト 部 8は 、 第 １ ス ト レ ー ジ ラ イ ン STL1に 沿 っ て
そ の 上 下 に 交 互 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン GL1が 駆 動 さ れ る 水 平 同 期 期 間 で は 、 高 階 調 ガ ン マ 電 圧 に 基 づ く 高 階
調 デ ー タ 信 号 が 、 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ サ ブ 画 素 の 高 階 調 領 域 VHの そ れ ぞ れ に 供 給 さ れ る 。 一 方 、 第
２ ゲ ー ト ラ イ ン GL2が 駆 動 さ れ る 水 平 同 期 期 間 で は 、 低 階 調 ガ ン マ 電 圧 に 基 づ く 低 階 調 デ
ー タ 信 号 が 、 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ サ ブ 画 素 の 低 階 調 領 域 VLの そ れ ぞ れ に 供 給 さ れ る 。 そ の 結 果 、 Ｒ
、 Ｇ 、 Ｂ サ ブ 画 素 の そ れ ぞ れ で は 、 高 階 調 領 域 VHと 低 階 調 領 域 VLと の そ れ ぞ れ で 表 現 さ れ
る 高 階 調 及 び 低 階 調 の 組 み 合 わ せ に よ り 、 目 標 の 階 調 が 表 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ８ は 本 発 明 の 第 ５ 実 施 例 に よ る Ｖ Ａ モ ー ド 液 晶 パ ネ ル の 一 つ の 画 素 の 構 造 を 示 し た 平
面 図 で あ る 。 図 ８ に 示 さ れ た 液 晶 パ ネ ル は 、 図 ６ に 示 さ れ た 液 晶 パ ネ ル と は 異 な り 、 一 つ
の サ ブ 画 素 の 高 階 調 領 域 VHと 低 階 調 領 域 VLと の そ れ ぞ れ を 駆 動 す る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFT
が 、 異 な る デ ー タ ラ イ ン DLに 接 続 さ れ て い る 。 そ の 他 の 構 成 要 素 は 同 様 で あ る の で 、 そ れ
ら 同 様 な 構 成 要 素 に つ い て は 、 図 ６ に 示 さ れ た 液 晶 パ ネ ル に 関 す る 上 記 の 説 明 を 援 用 す る
。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ８ に 示 さ れ た 、 一 つ の サ ブ 画 素 を 上 下 に 分 割 す る 高 階 調 領 域 VHと 低 階 調 領 域 VLと の そ
れ ぞ れ を 駆 動 す る ２ つ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFTは 、 異 な る ゲ ー ト ラ イ ン GLに 接 続 さ れ る と
共 に 、 異 な る デ ー タ ラ イ ン DLに 接 続 さ れ て い る 。 そ れ に よ り 、 図 ６ の よ う に 、 一 つ の サ ブ
画 素 の 高 階 調 領 域 VHと 低 階 調 領 域 VLと の そ れ ぞ れ を 駆 動 す る ２ つ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFT
が 同 一 の デ ー タ ラ イ ン DLに 接 続 さ れ る 構 成 に 比 べ 、 ソ ー ス 電 極 4と ゲ ー ト ラ イ ン GLと の 重
な り 部 分 が 短 い の で 、 そ れ ら の 間 の 寄 生 キ ャ パ シ タ ン ス が 小 さ い 。 例 え ば 、 第 １ ゲ ー ト ラ
イ ン GL1に 接 続 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFTは 左 側 に 隣 接 し た デ ー タ ラ イ ン に 接 続 さ れ 、 第
２ ゲ ー ト ラ イ ン GL2に 接 続 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFTは 右 側 に 隣 接 し た デ ー タ ラ イ ン に 接
続 さ れ る 。 よ り 具 体 的 に は 、 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン GL1に 接 続 さ れ 、 か つ Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ サ ブ 画 素
そ れ ぞ れ の 高 階 調 領 域 VHを 駆 動 す る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFTは 、 左 側 に 隣 接 し た 第 １ 乃 至 第
３ デ ー タ ラ イ ン DL1～ DL3の そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ て い る 。 こ こ で 、 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン GL1に
接 続 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFTの そ れ ぞ れ は 、 左 側 の デ ー タ ラ イ ン DL1～ DL3の そ れ ぞ れ
に 接 続 さ れ た ソ ー ス 電 極 4と 、 下 方 に 延 び て Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ サ ブ 画 素 そ れ ぞ れ の 高 階 調 領 域 VH
に 接 続 さ れ た ド レ イ ン 電 極 6と を 具 備 す る 。 一 方 、 第 ２ ゲ ー ト ラ イ ン GL2に 接 続 さ れ 、 Ｒ 、
Ｇ 、 Ｂ サ ブ 画 素 そ れ ぞ れ の 低 階 調 領 域 VLを 駆 動 す る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFTは 、 右 側 に 隣 接
し た 第 ２ 乃 至 第 ４ デ ー タ ラ イ ン DL2～ DL4の そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ て い る 。 こ こ で 、 第 ２ ゲ ー
ト ラ イ ン DL2に 接 続 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFTの そ れ ぞ れ は 、 右 側 の デ ー タ ラ イ ン DL2～ D
L4の そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ た ソ ー ス 電 極 4と 、 上 方 に 延 び て Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ サ ブ 画 素 そ れ ぞ れ の
低 階 調 領 域 VLに 接 続 さ れ た ド レ イ ン 電 極 6と を 具 備 す る 。 特 に 、 第 ２ ゲ ー ト ラ イ ン GL2に 接
続 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が 右 側 の デ ー タ ラ イ ン に 接 続 さ れ て い る の で 、 図 ６ の よ う に 左
側 の デ ー タ ラ イ ン に 接 続 さ れ た 場 合 よ り 、 ソ ー ス 電 極 4と 第 ２ ゲ ー ト ラ イ ン GL2と の 間 の 重
な り 部 分 が 短 縮 可 能 で あ る 。 そ の 結 果 、 第 ２ ゲ ー ト ラ イ ン GL2と ソ ー ス 電 極 4と の 間 の 重 な
り に 起 因 す る 寄 生 キ ャ パ シ タ ン ス が 減 少 す る の で 、 そ の 寄 生 キ ャ パ シ タ ン ス に 起 因 す る 信
号 の 歪 曲 が 防 止 さ れ る 。
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【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ９ は 本 発 明 の 第 ６ 実 施 例 に よ る Ｖ Ａ モ ー ド 液 晶 パ ネ ル の 一 つ の 画 素 の 構 造 を 示 し た 平
面 図 で あ り 、 図 １ ０ は 本 発 明 の 第 ７ 実 施 例 に よ る Ｖ Ａ モ ー ド 液 晶 パ ネ ル の 一 つ の 画 素 の 構
造 を 示 し た 平 面 図 で あ る 。 図 ９ 及 び 図 １ ０ に 示 さ れ た 液 晶 パ ネ ル は 、 図 ６ 及 び 図 ７ に 示 さ
れ た 液 晶 パ ネ ル と 比 べ 、 ゲ ー ト ラ イ ン と ス ト レ ー ジ ラ イ ン の 数 、 及 び 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TF
Tの 配 置 が 異 な る 。 そ の 他 の 構 成 要 素 は 同 様 で あ る の で 、 そ れ ら 同 様 な 構 成 要 素 に つ い て
は 図 ６ 及 び 図 ７ に 関 す る 上 記 の 説 明 を 援 用 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ９ 及 び 図 １ ０ に 示 さ れ た 、 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ サ ブ 画 素 の そ れ ぞ れ を 上 下 に 分 割 す る 高 階 調 領
域 VHと 低 階 調 領 域 VLと は 、 水 平 方 向 で 隣 接 し た 二 つ の サ ブ 画 素 間 で は 上 下 方 向 で 反 対 に 配
置 さ れ て い る 。 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ サ ブ 画 素 は 、 図 ９ に 示 さ れ た よ う な セ ン タ ー ア ラ イ ン 構 造 に 配
置 さ れ て い て も 良 く 、 図 １ ０ に 示 さ れ た よ う な エ ッ ジ ア ラ イ ン 構 造 に 配 置 さ れ て い て も 良
い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 水 平 方 向 で 隣 接 し た 二 つ の サ ブ 画 素 間 で は 、 そ れ ぞ れ の 高 階 調 領 域 VHと 低 階 調 領 域 VLと
を 駆 動 す る ２ つ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFTの 対 が 、 上 下 方 向 で 反 対 に 配 置 さ れ て い る 。 例 え
ば 、 Ｒ サ ブ 画 素 の 低 階 調 領 域 VL及 び 高 階 調 領 域 VHの そ れ ぞ れ を 駆 動 す る ２ つ の 薄 膜 ト ラ ン
ジ ス タ TFTは 、 そ れ ぞ れ の 上 に 位 置 す る コ ン タ ク ト 部 8を 通 じ て 低 階 調 領 域 VL及 び 高 階 調 領
域 VHの そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ て い る 。 一 方 、 Ｇ サ ブ 画 素 の 高 階 調 領 域 VH及 び 低 階 調 領 域 VLの
そ れ ぞ れ を 駆 動 す る ２ つ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFTは 、 そ れ ぞ れ の 下 に 位 置 す る コ ン タ ク ト
部 8を 介 し て 高 階 調 領 域 VH及 び 低 階 調 領 域 VLの そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン GL1は 、 そ の 上 下 に 隣 接 し た 二 つ の サ ブ 画 素 間 の 境 界 部 に 重 な っ て い
る 。 第 ２ ゲ ー ト ラ イ ン GL1は 、 各 サ ブ 画 素 の 高 階 調 領 域 VHと 低 階 調 領 域 VLと の 間 の 境 界 部
に 重 な っ て い る 。 第 ３ ゲ ー ト ラ イ ン GL3は 、 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン GL1に 重 な っ て い る サ ブ 画 素
と そ の 下 に 隣 接 し た サ ブ 画 素 と の 間 の 境 界 部 に 重 な っ て い る 。 第 １ ス ト レ ー ジ ラ イ ン STL1
は 、 第 ２ ゲ ー ト ラ イ ン GL2の 上 に 位 置 す る 高 階 調 領 域 VH及 び 低 階 調 領 域 VLの そ れ ぞ れ の 折
れ 曲 が り 部 分 の 頂 点 に 重 な っ て い る 。 第 ２ ス ト レ ー ジ ラ イ ン STL2は 、 第 ２ ゲ ー ト ラ イ ン GL
2の 下 に 位 置 す る 高 階 調 領 域 VH及 び 低 階 調 領 域 VLの そ れ ぞ れ の 折 れ 曲 が り 部 分 の 頂 点 に 重
な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 Ｒ サ ブ 画 素 及 び Ｂ サ ブ 画 素 そ れ ぞ れ の 高 階 調 領 域 VHと 低 階 調 領 域 VLと の そ れ ぞ れ を 駆 動
す る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFTは 、 そ れ ら の 高 階 調 領 域 （ VH） 又 は 低 階 調 領 域 （ VL） の 下 端 に
位 置 す る 第 ２ ゲ ー ト ラ イ ン GL2又 は 第 ３ ゲ ー ト ラ イ ン GL3に よ っ て 駆 動 さ れ る 。 特 に 、 第 ２
ゲ ー ト ラ イ ン GL2に 接 続 さ れ 、 か つ Ｒ 低 階 調 領 域 VL及 び Ｂ 低 階 調 領 域 VLの そ れ ぞ れ を 駆 動
す る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFTの ド レ イ ン 電 極 6は 上 方 に 延 び 、 第 １ ス ト レ ー ジ ラ イ ン STL1に 重
な っ て い る コ ン タ ク ト 部 8を 通 じ て Ｒ 低 階 調 領 域 VL及 び Ｂ 低 階 調 領 域 VLの そ れ ぞ れ に 接 続
さ れ て い る 。 一 方 、 第 ３ ゲ ー ト ラ イ ン GL3に 接 続 さ れ 、 か つ Ｒ 高 階 調 領 域 VH及 び Ｂ 高 階 調
領 域 VHの そ れ ぞ れ を 駆 動 す る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFTの ド レ イ ン 電 極 6は 上 方 に 延 び 、 第 ２ ス
ト レ ー ジ ラ イ ン STL2に 重 な っ て い る コ ン タ ク ト 部 8を 介 し て Ｒ 高 階 調 領 域 VH及 び Ｂ 高 階 調
領 域 VHの そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 Ｇ サ ブ 画 素 の 高 階 調 領 域 VHと 低 階 調 領 域 VLの そ れ ぞ れ を 駆 動 す る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFT
は 、 そ れ ら の 高 階 調 領 域 VH又 は 低 階 調 領 域 VLの 上 端 に 位 置 す る 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン GL1又 は
第 ２ ゲ ー ト ラ イ ン GL2に よ っ て 駆 動 さ れ る 。 特 に 、 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン GL1に 接 続 さ れ 、 か つ
Ｇ 高 階 調 領 域 VHを 駆 動 す る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFTの ド レ イ ン 電 極 6は 下 方 に 延 び 、 第 １ ス ト
レ ー ジ ラ イ ン STL1に 重 な っ て い る コ ン タ ク ト 部 8を 介 し て Ｇ 高 階 調 領 域 VHに 接 続 さ れ て い
る 。 第 ２ ゲ ー ト ラ イ ン GL2に 接 続 さ れ 、 か つ Ｇ 低 階 調 領 域 VLを 駆 動 す る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ T
FTの ド レ イ ン 電 極 6は 下 方 に 延 び 、 第 ２ ス ト レ ー ジ ラ イ ン STL2に 重 な っ て い る コ ン タ ク ト
部 8を 介 し て Ｇ 低 階 調 領 域 VLに 接 続 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ４ ９ 】
　 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン GL1が 駆 動 さ れ る 水 平 同 期 期 間 で は 、 Ｇ 低 階 調 領 域 VLに 低 階 調 デ ー タ
信 号 が 供 給 さ れ る 。 第 ２ ゲ ー ト ラ イ ン GL2が 駆 動 さ れ る 水 平 同 期 期 間 で は 、 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 低
階 調 領 域 VLの そ れ ぞ れ に 低 階 調 デ ー タ 信 号 が 供 給 さ れ る 。 第 ３ ゲ ー ト ラ イ ン GL3が 駆 動 さ
れ る 水 平 同 期 期 間 で は 、 Ｒ 高 階 調 領 域 VH及 び Ｂ 高 階 調 領 域 VHの そ れ ぞ れ に 高 階 調 デ ー タ 信
号 が 供 給 さ れ る 。 そ れ と 同 時 に 、 第 ３ ゲ ー ト ラ イ ン GL３ の 下 に 隣 接 す る Ｇ サ ブ 画 素 の 高 階
調 領 域 VHに も 高 階 調 デ ー タ 信 号 が 供 給 さ れ る 。 こ う し て 、 各 水 平 同 期 期 間 で は サ ブ 画 素 の
マ ト リ ッ ク ス の 隣 接 す る ２ 行 に 対 し て デ ー タ 信 号 が 供 給 さ れ な け れ ば な ら な い 。 従 っ て 、
タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ は 、 サ ブ 画 素 に 対 す る デ ー タ 信 号 を 、 サ ブ 画 素 の マ ト リ ッ ク ス の
隣 接 す る ２ 行 ず つ 組 み 合 わ せ て デ ー タ ド ラ イ バ に 供 給 す る 。 そ の 場 合 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト
ロ ー ラ は 好 ま し く は 、 標 準 装 備 の フ レ ー ム メ モ リ 、 又 は オ プ シ ョ ン の ラ イ ン メ モ リ を 用 い
、 サ ブ 画 素 の マ ト リ ッ ク ス の 各 ２ 行 に 対 す る デ ー タ 信 号 を 組 み 合 わ せ る 。 そ の 結 果 、 Ｒ 、
Ｇ 、 Ｂ サ ブ 画 素 の そ れ ぞ れ で は 、 高 階 調 領 域 VHと 低 階 調 領 域 VLと で 表 現 さ れ る 高 階 調 及 び
低 階 調 の 組 み 合 わ せ に よ り 、 目 標 の 階 調 が 表 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ９ 及 び 図 １ ０ に 示 さ れ た 液 晶 パ ネ ル で は 、 上 下 方 向 に 隣 接 し た 高 階 調 領 域 VHと 低 階 調
領 域 VLと の 間 の 各 境 界 部 に ゲ ー ト ラ イ ン が 一 つ ず つ 形 成 さ れ て い る 。 更 に 、 各 階 調 領 域 に
接 続 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFTが 、 水 平 方 向 で 隣 接 し た 二 つ の 階 調 領 域 間 で は 上 下 方 向
で 反 対 に 配 置 さ れ て い る 。 そ れ に よ り 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFTの ド レ イ ン 電 極 6の 長 さ が 図
６ 及 び 図 ７ に 示 さ れ た 液 晶 パ ネ ル で の 長 さ よ り 減 少 す る の で 、 サ ブ 画 素 の 開 口 率 が 上 昇 す
る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 、 図 ６ 及 び 図 ７ に 示 さ れ た 液 晶 パ ネ ル で は 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFTの ド レ イ ン 電 極 6
が 、 他 の デ ー タ 信 号 が 供 給 さ れ る 階 調 領 域 を 経 由 す る の で 、 そ の 階 調 領 域 と ド レ イ ン 電 極
6に 接 続 さ れ た 階 調 領 域 と の 間 の 寄 生 キ ャ パ シ タ に 起 因 す る カ ッ プ リ ン グ 偏 差 が 発 生 し や
す い 。 そ れ に 対 し 、 図 ９ 及 び 図 １ ０ に 示 さ れ た 液 晶 パ ネ ル で は 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFTの
ド レ イ ン 電 極 6が 、 他 の デ ー タ 信 号 が 供 給 さ れ る 階 調 領 域 に は 重 な っ て い な い の で 、 上 記
の カ ッ プ リ ン グ 偏 差 が 防 止 さ れ る 。 例 え ば 、 図 ６ 及 び 図 ７ に 示 さ れ た Ｒ サ ブ 画 素 で は 、 下
部 に あ る 高 階 調 領 域 VHを 駆 動 す る 上 側 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFTの ド レ イ ン 電 極 6が 、 上 部 に
あ る 低 階 調 領 域 VLを 経 由 し 、 低 階 調 領 域 VLを 駆 動 す る 下 側 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の ド レ イ ン
電 極 が 高 階 調 領 域 VHを 経 由 す る 。 一 方 、 Ｇ サ ブ 画 素 で は 、 高 階 調 領 域 VHと 低 階 調 領 域 VLと
の そ れ ぞ れ を 駆 動 す る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の ド レ イ ン 電 極 が 駆 動 対 象 の 階 調 領 域 の み を 経 由
す る 。 特 に フ リ ッ カ ー 対 策 と し て 点 反 転 駆 動 が 行 わ れ る 場 合 、 Ｒ サ ブ 画 素 及 び Ｇ サ ブ 画 素
で は 、 水 平 方 向 と 上 下 方 向 と の そ れ ぞ れ で 隣 接 し た 高 階 調 領 域 VHと 低 階 調 領 域 VLと の 間 で
デ ー タ 信 号 の 極 性 が 反 転 す る 。 そ れ に よ り 、 Ｒ サ ブ 画 素 で の 高 階 調 領 域 VHと 低 階 調 領 域 VL
と 間 の 寄 生 キ ャ パ シ タ ン ス が 、 Ｇ サ ブ 画 素 で の 高 階 調 領 域 VHと 低 階 調 領 域 VLと 間 の 寄 生 キ
ャ パ シ タ ン ス よ り 大 き く 増 加 す る の で 、 カ ッ プ リ ン グ 偏 差 が 発 生 し や す い 。 そ れ に 伴 い 、
液 晶 パ ネ ル の 画 像 に は 縦 線 染 み が 発 生 す る お そ れ が あ る 。 そ れ に 対 し 、 図 ９ 及 び 図 １ ０ に
示 さ れ た 液 晶 パ ネ ル で は 、 水 平 方 向 で 隣 接 し た 二 つ の サ ブ 画 素 間 で 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFT
の 位 置 が 上 下 方 向 で 反 転 し て い る 。 従 っ て 、 そ れ ぞ れ の ド レ イ ン 電 極 6が 、 駆 動 対 象 と は
別 の 階 調 領 域 に は 重 な る こ と な く 、 駆 動 対 象 の 階 調 領 域 に の み 重 な っ て い る 。 そ れ 故 、 上
述 の よ う な サ ブ 画 素 間 で の 寄 生 キ ャ パ シ タ ン ス の 差 異 に 起 因 す る カ ッ プ リ ン グ 偏 差 が 防 止
さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 １ １ は 本 発 明 の 第 ８ 実 施 例 に よ る Ｖ Ａ モ ー ド 液 晶 パ ネ ル の 一 つ の 画 素 の 構 造 を 示 し た
平 面 図 で あ る 。 図 １ １ に 示 さ れ た 液 晶 パ ネ ル は 、 図 ９ に 示 さ れ た 液 晶 パ ネ ル と は 異 な り 、
一 つ の サ ブ 画 素 の 高 階 調 領 域 VHと 低 階 調 領 域 VLと の そ れ ぞ れ を 駆 動 す る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ
TFTが 異 な る デ ー タ ラ イ ン に 接 続 さ れ て い る 。 そ の 他 の 構 成 要 素 は 同 様 で あ る の で 、 そ れ
ら 同 様 な 構 造 要 素 に つ い て は 図 ９ に 関 す る 上 記 の 説 明 を 援 用 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
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　 図 １ １ で は 、 一 つ の サ ブ 画 素 を 上 下 に 分 割 す る 高 階 調 領 域 VHと 低 階 調 領 域 VLと の そ れ ぞ
れ を 駆 動 す る ２ つ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFTが 、 異 な る ゲ ー ト ラ イ ン に 接 続 さ れ る と 共 に 、
異 な る デ ー タ ラ イ ン に 接 続 さ れ て い る 。 そ れ に よ り 、 図 ９ の よ う に 、 一 つ の サ ブ 画 素 の 高
階 調 領 域 VHと 低 階 調 領 域 VLと の そ れ ぞ れ を 駆 動 す る ２ つ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFTが 同 一 の
デ ー タ ラ イ ン に 接 続 さ れ て い る 構 成 に 比 べ 、 ソ ー ス 電 極 と ゲ ー ト ラ イ ン と の 重 な り 部 分 が
短 い の で 、 そ れ ら の 間 の 寄 生 キ ャ パ シ タ ン ス が 小 さ い 。 従 っ て 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFTの
ソ ー ス 電 極 4と ゲ ー ト ラ イ ン と の 間 の 重 な り に 起 因 す る 寄 生 キ ャ パ シ タ ン ス が 減 少 す る の
で 、 そ の 寄 生 キ ャ パ シ タ ン ス に 起 因 す る 信 号 の 歪 曲 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 １ ２ は 本 発 明 の 第 ９ 実 施 例 に よ る Ｖ Ａ モ ー ド 液 晶 パ ネ ル の 一 つ の 画 素 の 構 造 を 示 し た
平 面 図 で あ り 、 図 １ ３ は 本 発 明 の 第 １ ０ 実 施 例 に よ る Ｖ Ａ モ ー ド 液 晶 パ ネ ル の 一 つ の 画 素
の 構 造 を 示 し た 平 面 図 で あ る 。 図 １ ２ 及 び 図 １ ３ に 示 さ れ た 液 晶 パ ネ ル で は 、 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ
サ ブ 画 素 の そ れ ぞ れ が 、 好 ま し く は 1： 2の 面 積 比 を 有 す る 高 階 調 領 域 VH及 び 低 階 調 領 域 に
分 割 さ れ 、 各 低 階 調 領 域 が 更 に 、 面 積 の 等 し い 第 １ 低 階 調 領 域 VL1と 第 ２ 低 階 調 領 域 VL2と
に 分 割 さ れ て い る 。 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ サ ブ 画 素 は 、 図 １ ２ に 示 さ れ た よ う な セ ン タ ー ア ラ イ ン 構
造 に 配 置 さ れ て い て も 良 く 、 図 １ ３ に 示 さ れ た よ う な エ ッ ジ ア ラ イ ン 構 造 に 配 置 さ れ て い
て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 水 平 方 向 で 隣 接 し た ２ つ の サ ブ 画 素 の 一 方 で は 、 高 階 調 領 域 VHが 上 部 に 配 置 さ れ 、 第 １
低 階 調 領 域 VL1と 第 ２ 低 階 調 領 域 VL2と が 下 部 に 配 置 さ れ て い る 。 そ れ ら ２ つ の サ ブ 画 素 の
他 方 で は 、 高 階 調 領 域 VHと 第 １ 低 階 調 領 域 VL1と が 上 部 に 配 置 さ れ 、 第 ２ 低 階 調 領 域 VL2が
下 部 に 配 置 さ れ 、 上 部 に 位 置 す る 第 １ 低 階 調 領 域 VL1に 接 続 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 各 サ
ブ 画 素 で は 、 高 階 調 領 域 VHが 上 部 に 位 置 す る の に 対 し 、 第 １ 低 階 調 領 域 VL1と 第 ２ 低 階 調
領 域 VL2と の い ず れ か 一 方 又 は 両 方 が 下 部 に 位 置 す る 。 例 え ば 図 １ ２ で は 、 Ｇ サ ブ 画 素 の
高 階 調 領 域 VHが 上 部 に 配 置 さ れ 、 第 １ 低 階 調 領 域 VL1と 第 ２ 低 階 調 領 域 VL2と が 共 に 下 部 に
配 置 さ れ て い る 。 一 方 、 Ｇ サ ブ 画 素 の 両 側 に 隣 接 し た Ｒ サ ブ 画 素 及 び Ｂ サ ブ 画 素 で は 、 高
階 調 領 域 VHと 第 １ 低 階 調 領 域 VL1と が 上 部 に 配 置 さ れ 、 第 ２ 低 階 調 領 域 VL2が 下 部 に 配 置 さ
れ て い る 。 尚 、 第 ２ 低 階 調 領 域 VL2は 、 上 部 に 位 置 す る 第 １ 低 階 調 領 域 VL1に 接 続 さ れ て い
る 。 こ う し て 、 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ サ ブ 画 素 の い ず れ で も 高 階 調 領 域 VHが 上 部 に 位 置 す る 一 方 、 Ｇ
サ ブ 画 素 で は 第 １ 低 階 調 領 域 VL1と 第 ２ 低 階 調 領 域 VL2と が 共 に 下 部 に 位 置 し 、 Ｒ サ ブ 画 素
及 び Ｂ サ ブ 画 素 で は 第 １ 低 階 調 領 域 VL1と 第 ２ 低 階 調 領 域 VL2と が そ れ ぞ れ 、 上 下 に 位 置 す
る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ サ ブ 画 素 で は 、 高 階 調 領 域 VHが 、 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン GL1に 接 続 さ れ た 薄 膜 ト
ラ ン ジ ス タ TFTに よ っ て 駆 動 さ れ 、 低 階 調 領 域 VL1、 VL2が 、 第 ２ ゲ ー ト ラ イ ン GL2に 接 続 さ
れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFTに よ っ て 駆 動 さ れ る 。 こ こ で 、 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン GL1は 、 各 サ ブ
画 素 を 上 下 に 分 割 す る 二 つ の 階 調 領 域 の 間 の 境 界 部 に 重 な っ て い る 。 第 ２ ゲ ー ト ラ イ ン GL
2は 、 上 下 方 向 で 隣 接 し た 二 つ の サ ブ 画 素 間 の 境 界 部 に 重 な っ て い る 。 第 １ ス ト レ ー ジ ラ
イ ン STL1は 、 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン GL1の 上 に 位 置 す る 各 階 調 領 域 の 折 れ 曲 が り 部 分 の 頂 点 に
重 な っ て い る 。 第 ２ ス ト レ ー ジ ラ イ ン STL2は 、 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン GL1の 下 に 位 置 す る 各 階
調 領 域 の 折 れ 曲 が り 部 分 の 頂 点 に 重 な っ て い る 。 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 高 階 調 領 域 VHは 、 第 １ ゲ ー ト
ラ イ ン GL1と 第 １ 乃 至 第 ３ デ ー タ ラ イ ン DL1、 DL2、 DL3の そ れ ぞ れ と で 形 成 さ れ た 薄 膜 ト ラ
ン ジ ス タ TFTに よ っ て 駆 動 さ れ る 。 こ れ ら の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFTは 、 第 １ ス ト レ ー ジ ラ イ
ン STL1に 重 な っ て い る コ ン タ ク ト 部 8を 介 し て 各 高 階 調 領 域 VHに 接 続 さ れ て い る 。 一 方 、
Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 低 階 調 領 域 VL1、 VL2は 、 第 ２ ゲ ー ト ラ イ ン GL2と 第 １ 乃 至 第 ３ デ ー タ ラ イ ン DL1
、 DL2、 DL3と の そ れ ぞ れ で 形 成 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFTに よ っ て 駆 動 さ れ る 。 こ れ ら
の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFTは 、 第 ２ ス ト レ ー ジ ラ イ ン STL2に 重 な っ て い る コ ン タ ク ト 部 8を 介
し て 第 １ 低 階 調 領 域 VL1と 第 ２ 低 階 調 領 域 VL2と の い ず れ か に 接 続 さ れ て い る 。 第 １ ゲ ー ト
ラ イ ン GL1が 駆 動 さ れ る 水 平 同 期 期 間 で は 、 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 高 階 調 領 域 VHの そ れ ぞ れ に 高 階 調
デ ー タ 信 号 が 供 給 さ れ る 。 第 ２ ゲ ー ト ラ イ ン GL2が 駆 動 さ れ る 水 平 同 期 期 間 で は 、 Ｒ 、 Ｇ
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、 Ｂ 低 階 調 領 域 VL1、 VL2の そ れ ぞ れ に 低 階 調 デ ー タ 信 号 が 供 給 さ れ る 。 そ の 結 果 、 Ｒ 、 Ｇ
、 Ｂ サ ブ 画 素 の そ れ ぞ れ で は 、 高 階 調 領 域 VHと 低 階 調 領 域 VL1、 VL2と で 表 現 さ れ る 高 階 調
及 び 低 階 調 の 組 み 合 わ せ に よ り 、 目 標 の 階 調 が 表 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 以 上 の よ う に 、 図 １ ２ 及 び 図 １ ３ に 示 さ れ た 液 晶 パ ネ ル で は 、 サ ブ 画 素 の マ ト リ ッ ク ス
の 各 行 の 高 階 調 領 域 VHが 同 一 の 水 平 ラ イ ン 上 に 配 置 さ れ 、 同 じ ゲ ー ト ラ イ ン GL1に 接 続 さ
れ て い る 。 一 方 、 第 １ 低 階 調 領 域 VL1と 第 ２ 低 階 調 領 域 VL2と の 少 な く と も い ず れ か が 、 高
階 調 領 域 VHの 配 置 さ れ た 水 平 ラ イ ン と は 別 の 水 平 ラ イ ン に 配 置 さ れ 、 高 階 調 領 域 VHに 接 続
さ れ た ゲ ー ト ラ イ ン GL1と は 別 の ゲ ー ト ラ イ ン GL2に 接 続 さ れ て い る 。 そ れ に よ り 、 図 ４ に
示 さ れ た ア ナ ロ グ 変 調 方 式 で 一 つ の デ ー タ 信 号 か ら 分 離 さ れ た 高 階 調 デ ー タ 信 号 及 び 低 階
調 デ ー タ 信 号 に 従 い 、 高 階 調 領 域 VHと 低 階 調 領 域 VL1、 VL2と を 別 々 に 駆 動 で き る 。 更 に 、
全 て の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TFTが ゲ ー ト ラ イ ン か ら 同 じ 方 向 に 突 出 し て い る の で 、 例 え ば 図
８ の よ う に 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ご と に 突 出 方 向 が 上 下 に 変 化 す る 構 成 よ り 、 サ ブ 画 素 の 開
口 率 を 向 上 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に よ る Ｖ Ａ モ ー ド 液 晶 パ ネ ル の 一 つ の 画 素 の 構 造 を 示 し た 平
面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 に よ る Ｖ Ａ モ ー ド 液 晶 パ ネ ル の 一 つ の 画 素 の 構 造 を 示 し た 平
面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ 及 び 図 ２ に 示 さ れ た 液 晶 パ ネ ル を 用 い た 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示
装 置 を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ に 示 さ れ た ガ ン マ 電 圧 部 で 適 用 さ れ る ガ ン マ 特 性 を 示 し た グ ラ フ で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 例 に よ る Ｖ Ａ モ ー ド 液 晶 パ ネ ル の 一 つ の 画 素 の 構 造 を 示 し た 平
面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ４ 実 施 例 に よ る Ｖ Ａ モ ー ド 液 晶 パ ネ ル の 一 つ の 画 素 の 構 造 を 示 し た 平
面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ５ 実 施 例 に よ る Ｖ Ａ モ ー ド 液 晶 パ ネ ル の 一 つ の 画 素 の 構 造 を 示 し た 平
面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ６ 実 施 例 に よ る Ｖ Ａ モ ー ド 液 晶 パ ネ ル の 一 つ の 画 素 の 構 造 を 示 し た 平
面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 ７ 実 施 例 に よ る Ｖ Ａ モ ー ド 液 晶 パ ネ ル の 一 つ の 画 素 の 構 造 を 示 し た
平 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 ８ 実 施 例 に よ る Ｖ Ａ モ ー ド 液 晶 パ ネ ル の 一 つ の 画 素 の 構 造 を 示 し た
平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 第 ９ 実 施 例 に よ る Ｖ Ａ モ ー ド 液 晶 パ ネ ル の 一 つ の 画 素 の 構 造 を 示 し た
平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 第 １ ０ 実 施 例 に よ る Ｖ Ａ モ ー ド 液 晶 パ ネ ル の 一 つ の 画 素 の 構 造 を 示 し
た 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
VH　 　 　 高 階 調 領 域
VL　 　 　 低 階 調 領 域
2      ゲ ー ト 電 極
4      ソ ー ス 電 極
6      ド レ イ ン 電 極
8      コ ン タ ク ト 部
12、 30　 　 　 液 晶 パ ネ ル
14、 24　 　 　 ゲ ー ト ド ラ イ バ
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16、 26　 　 　 デ ー タ ド ラ イ バ
18、 38　 　 　 ガ ン マ 電 圧 部
32　 　 　 ス イ ッ チ
20、 40　 　 　 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ
34　 　 　 高 階 調 ガ ン マ 電 圧 部
36　 　 　 低 階 調 ガ ン マ 電 圧 部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种能够改善多畴VA模式中的子像素的侧面可视性和透射率的液晶面板，一种用于驱动该液晶面板的方法，
以及使用该液晶面板的液晶显示装置。解决方案：液晶面板包括分割上下的子像素，并分成第一灰度区域和具有不同区域的第二灰
度区域。每个灰度区域的两侧在水平方向上对称地弯曲。第一灰度区域和第二灰度区域分别在水平方向和垂直方向上交替布置，并
且特别地，每个灰度区域的弯曲部分中的顶点沿水平方向布置。结果，在垂直方向上排列的灰度区域的边界线构成Z字形排列。通
过以这样的方式从垂直方向倾斜地倾斜的灰度区域的边界线，在子像素之间产生的侧电场的方向与每个子像素的域内的边缘电场的
方向对齐。 。当驱动多条栅极线中的一条栅极线时驱动第一灰度级区域，而当驱动另一条栅极线时驱动第二灰度级区域。 Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/08d4a346-ebac-491d-9d4c-8afa1d3125df



